
「トマスの福音書」は、１９４５年に、エジプトのナイル川河畔の洞窟に１８５０年以上
も埋もれていた壺の中から奇跡的に発見されました。これは、イエスの言葉だけを記載
してあるもので、「言葉福音書」と呼ばれています。全部で１１４項目ありますが、その
ほとんどが例え話です。一読して何を言いたいのか、良くわからないものが多いのです
が、「それらは、イエスが瞑想や悟りのことを伝えるために、例えを使って話したもの」
と仮定して、では、一体それが具体的に何の例え話であるのかを解説しています。今回
は、その第１０回目です。なお、各センテンスの訳文は、上段、中段、下段の順に
（１）Thomas O. Lambdin　による英訳
（２）Stephen Patterson and Marvin Meyer　による英訳
（３）「トマスによる福音書」（荒井献著・講談社学術文庫）による和訳
の順に記載しています。
…………………………………………………………………………………………………………………
(61) Jesus said, "Two will rest on a bed: the one will die, and the other will live."
Salome said, "Who are you, man, that you ... have come up on my couch and eaten from 
my table?" Jesus said to her, "I am he who exists from the undivided. I was given some of 
the things of my father." "I am your disciple." "Therefore I say, if he is destroyed, he will 
be filled with light, but if he is divided, he will be filled with darkness."
(61) Jesus said, "Two will recline on a couch; one will die, one will live." Salome said, 
"Who are you mister? You have climbed onto my couch and eaten from my table as if 
you are from someone." Jesus said to her, "I am the one who comes from what is whole. I 
was granted from the things of my Father." "I am your disciple." "For this reason I say, if 
one is whole, one will be filled with light, but if one is divided, one will be filled with 
darkness."
(61)イエスが言った、「二人の男が一つ寝台に休んでいるならば、一人が死に、一人が生
きるであろう」。サロメが言った、「あなたは誰なのですか。一人から出たような人よ。
あなたは私の寝台に上ぼり、そして私の食卓から食べました」。イエスが彼女に言った、

「私は同じ者から出た者である。私には父のものが与えられている」。サロメが彼に言っ
た、「私はあなたの弟子です」。イエスが彼女に言った、「それ故に私は言うのである、

『彼が同じであるときに、彼は光で満たされるであろう。しかし、彼が分けられている
ときに、彼は闇で満たされるであろう』」
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…………………………………………………………………………………………………………………
サロメという女性は、このトマス福音書ではここで初めて出てきます。他の福音書で、
サロメという名の女性が何人か登場しますが、イエスの弟子であったと思われるサロ
メは、マルコの福音書に下記のように登場します。
…………………………………………………………………………………………………………………
【マルコ　15:40】
また、婦人たちも遠くから見守っていた。その中には、マグダラのマリア、小ヤコブと
ヨセの母マリア、そしてサロメがいた。
…………………………………………………………………………………………………………………
この一番近しい人が居る状況のところに、サロメもいるわけですから、サロメはとても
イエスに近しい人であると同時に、多分私の感覚では、サロメも、マグダラのマリアと
同じ様に悟っていたのだろうと思います。
そのとても近しい弟子であったサロメが、イエスに向かって次のように言います。
「あなたは誰なのですか。一人から出たような人よ。あなたは私の寝台に上ぼり、そし
て私の食卓から食べました」
サロメはイエスをよく知っています。イエスは修行の先生であり瞑想の先生です。その
サロメが「イエス先生」を前にしてあなたは誰なのですかと聞いています。これはその
前のイエスの言葉を受けての、イエスに向けた質問です。
イエスは、「二人の男が一つ寝台に休んでいるならば、一人が死に、一人が生きるであ
ろう」とサロメに言いました。ですからサロメは、では、先程ベッドに上がったり、食事
をしたりした、あなたは一体どちらの「あなた」なのですかと聞いたわけです。

「二人の男」というのは、今までの解説でお分かりのように、マインドが肉体を統括して
いるいわゆる「人間」と、「本来の自分」、いわゆる「魂」の人です。イエスは「どちらかが生
きている時は、どちらかが死んでいる」と言っています。死んでいるわけではありませ
んが、どちらかが現れていない、消えているということです。イエスがそう言ったので
サロメは、「それでは、さっきのあなたは誰なのですか。悟っている人よ。あなたは私の
寝台に上ぼり、そして私の食卓から食事を食べました」
と聞いたのです。つまり肉体的に動いているわけですから、「あなたは『本来の自分』で
はなく、肉体の『あなた』なのでしょう？」と聞いたのです。
そこでイエスは、「悟っても肉体がある。それは親から貰ったものだ。それはまたこの
世での魂の棲家、宮殿でもある。だが、そこに魂が住んでいなければ、そこは暗い闇だ。

魂がちゃんとそこに存在していれば、宮殿は光り輝くものとなる」と答えました。この
会話は、状況から判断して、イエスとサロメの二人だけのくだけた会話です。ベッドの
上の会話かもしれません。もしかすると、サロメは笑いながらイエスの脇腹をつつきな
がら聞いたかもしれません。

でも、この会話がトマス福音書に残っているということは、はて、どういうことでしょ
うか？　トマスか誰か他の弟子が、このイエスとサロメの二人の会話を盗み聞きして
いたのでしょうか？　しかし、盗み聞きは考えられません。では、この会話の内容を、
トマスや他の弟子は、どうやって知ることができたのでしょう。

イエスが他の弟子に、この話をしたのでしょうか？　サロメとの二人だけで交わされ
た会話を、たとえその中に教えに関連する内容を含んでいたとしても、たぶん、イエス
から他の弟子に言うことはないと思います。でも、その話が、現にトマス福音書に残っ
ているということは、サロメ自身が仲間の弟子達に、「あのね、イエスはこんなことを
言ったよ」と話をしたのだろうと思います。
ルカの福音書　17:34 にも、同じような表現の箇所があります。

「寝室に二人の男が寝ていれば、一人は連れて行かれ、他の一人は残される」
このセンテンスは印象が深いので、仲間からも忘れられずにルカの福音書にも同様に
組み込まれたのだろうと思います。ただし、ルカの福音書のこの言葉についての前後の
説明文は、後から別の人が書き加えたもので、私にとってはまったく意味不明でした。
今回、このトマス福音書のサロメとの会話の中で、同じイエスのセンテンスが出てき
て、私は初めて、このイエスの言葉の言われたシチュエーションや意味が理解できまし
た。
「二人の男が一つ寝台に休んでいるならば、一人が死に、一人が生きるであろう」
悟っても、肉体があるのだから、それが現れているときは、魂は現れていない。ですか
ら、悟っても決して魂だけになって日常を生活しているのではないということです。
悟っても、宮殿である肉体を維持していかなければなりませんから、当然と言えば当然
のことです。

また、このような会話が、弟子たちの間でフランクに気兼ねなくされていたということ
でもあります。当時の修行の仲間は小じんまりした集団で、とても親密な関係だったの
だろうと思います。

その中で、サロメは、「ねぇ、ねぇ、聞いて」って感じで仲間にこの話をしたのかもしれ
ません。
最愛の尊敬する先生であるイエスを、少し面白がっている感じかもしれません。きっ
と、このサロメの話には、弟子達もみんな笑いながら聞いたことでしょう。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「サロメとイエスはどんな関係なのですか」
「資料が少ないので、どんな関係か、はっきりは分からないね。でも、当時の弟子たちは
周知のことだったろうと思うけど」
「イエスは、サロメと一緒に食事をして、一緒にベッドにあがったということですか。
では、愛人、恋人ですか」
「ああ、そうも読めるけど、どうかわからない。ポイントは、それではなく、修行や悟り
の話、愛や欲の話、生や死の話、肉体や魂の話、それらを弟子達に、たくさんしていた
ということだ」
「サロメにもしていたのですか」
「そうだね。問われればイエスは、それを聞きたい人に、場所や時間などに関係なく、ど
んどん話して聞かせていたと思う」
「サロメは、自分でイエスの弟子だと言っていますからね」
「そうだね。弟子には機会を捕えて丁寧に説明していただろうね」
「サロメに語ったその悟りの奥義を、次の項で述べているようですよ」
「おや、そうかい、では、さっそく、次に行こう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(62)Jesus said, "It is to those who are worthy of my mysteries that I tell my mysteries. Do 
not let your left hand know what your right hand is doing."
(62)Jesus said, "I disclose my mysteries to those who are worthy of my mysteries. 
Whatever you right hand does, your left hand should not know what it is doing."
(62)イエスが言った、「私は私の奥義にふさわしい人々に私の奥義を言う。あなたの右
の手がしていることを、あなたの左の手に知らせるな」
…………………………………………………………………………………………………………………
このあたりの項目がこの順番で並んでいることに、意味があると仮定して解説してい

ます。この第６２項も、引き続きイエスがサロメに語った言葉です。次第に、サロメに
話したことの全体像と、イエスの言わんとしていることが見えてきます。イエスの教え
の基本である、「愛」についての深い話が続いているわけです。
「私は私の奥義にふさわしい人々に私の奥義を言う」とイエスが言っている意味は、一
つはサロメがその奥義を受ける人に相応しいということと、もう一つは、これは、イエ
スの根本的な教えだということです。

さて、まず「右の手がしていることを、左の手に知らせるな」の例えですが、この表面的
な意味を理解するために、どのような状況の話か、それを説明します。
昔の露店で物を販売する時に、例えば、右手で鳥や魚の物品を相手に差出し、同時に左
手で金銭を受け取ります。同時に交換するわけです。商品だけ持ち逃げされないためで
す。現代でも、スーパーのレジで物品を販売するときに、右手で商品を押し出して、左
手でお金を要求します。世界中のスーパーのレジのラインもほとんどこの方向になっ
ています。つまり、右手で商品を扱い、左手でお金を扱う名残りです。また、米国映画
の一コマでは、レジの女性が “Return, please”　と言って、お金をなかなか出せない状況
の主人公に、厳しく催促する場面もあります。レジの女性は、右手で品物を持ち逃げさ
れないように押さえたまま、左手で対価を請求します。
つまり、右手は与える方の手、左手は対価を受け取る方の手という意味です。

イエスは、「あなたの右の手がしていることを、あなたの左の手に知らせるな」と言って
います。つまり、与えるだけで、見返りのことを考えるな、見返りを請求するなと言っ
ているわけです。
イエスの教えは愛の教えです。愛は与えることですが、親切や、サービスや、まごころ
など、そのようなものも、与えるだけで、決して、見返りを期待しないことが肝要だと
言っているわけです。無償の愛、それこそが、イエスの教えです。もし、何か少しでも
見返りを期待したら、それは、もう、愛ではなくなります。商売です。ビジネスです。
多分、一緒にベッドに上がったり、食事を共にしたサロメとの話で、愛の提供と金銭の
話になったのかもしれません。
そして、イエスが、「本当の愛はね。いいかい、サロメ、その奥義を教えようか」と言ったの
で、サロメが『これは、重要なお話だ。是非、聞かねば』と思って、「本当の愛とは何です
か？　イエス様。私は、あなたの弟子です。是非、教えてください」と言ったのでしょう。
それを聞いて、イエスは次のように言ったのかもしれません。

「そうか、サロメ。それでは、サロメは私の弟子だから、私は私の奥義にふさわしい人
に、本当の奥義を言おう。それは愛の奥義だ」
「はい、イエス様。愛の奥義ですね。して、その奥義の内容とは？」
「いいかい、その奥義とは、『あなたの右の手がしていることを、あなたの左の手に知ら
せるな』だ」
「ああ、そうですか。与えるだけで、見返りをいっさい要求しないってことですね」
「そうだ。無償の愛、それが私の教えの奥義だ」
と言ったのでしょう。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「サロメは、イエスの愛人、恋人だったかもしれませんが、宿屋の女将だったかもしれ
ませんね」
「そうだね。豊かそうだからね。その両方だった可能性もある。館を構えていたかもし
れない」
「だとしたら、無償の愛と、ビジネスは両立しませんね」
「なるほど。そうだね。イエスに対しては無償だが、他の泊り客や利用客に対してもみ
な無償というわけにはいかない」
「そうすると、お金を儲けることが悪いことなのかどうか、サロメはイエスに聞きたく
なったでしょうね」
「そうだね。そのような金銭についての会話に発展しただろうね」
「笑雲先生、やっぱり次でそのことが話題になっていますよ」
「ほう、そうか、では、さっそく次に行ってみよう」
…………………………………………………………………………………………………………………
(63)Jesus said, "There was a rich man who had much money. He said, 'I shall put my 
money to use so that I may sow, reap, plant, and fill my storehouse with produce, with 
the result that I shall lack nothing.' Such were his intentions, but that same night he died. 
Let him who has ears hear."
(63)Jesus said, "There was a rich person who had a great deal of money. He said, 'I shall 
invest my money so that I may sow, reap, plant, and fill my storehouses with produce, 
that I may lack nothing.' These were the things he was thinking in his heart, but that very 
night he died. Anyone here with two ears had better listen!"

(63)イエスが言った、「ある金持ちが多くの財産を持っていた、彼は言った、『私は私の
財産を利用して、まき、刈り、植えて、私の倉を作物で一杯にしよう。いかなる欠乏に
も悩まされることがないためである』。これが、彼の心の中で考えたことである。そし
て、その夜に彼は死んだ。聞く耳ある者は聞くがよい」
………………………………………………………………………………………………………………… 
「無償の愛」をしながら、「ビジネス」もやっていかなくてはならないとしたら、一体、ど
うすればいいのですかと、サロメはイエスに聞いたのでしょう。それで、このイエスの
言葉に繋がってきます。
イエスは合理的で、優しい人ですから、サロメに対して「ビジネスを放棄しなさい」など
と、無理なことや、無茶なことは言いません。修行の弟子としてのサロメに対して、次
のように言ったのだろうと思います。

「いいかい、サロメ。商売繁盛させることは良いことだ。だが、財産欲はキリがない。例
えば、ある金持ちが多くの財産を持っていた。そして、『私は私の財産を利用して、ま
き、刈り、植えて、私の倉を作物で一杯にしよう』と考えた。まぁ、当然だ。そこまでは
良い。でも、その目的が『いかなる欠乏にも悩まされることがないようにするため』だと
したら、それはキリがない欲だ。強欲だ。その欲は際限がない。止まるところがない。
つまり、その人はいつまでも現在の金銭的裕福さに対して満足することがない。という
ことは、サロメ」
「はい、イエス様」
「そのような強欲を持った途端に、その人は、もう、『愛のある幸福』を生涯、知ることは
できなくなってしまう。つまり、修行的には、終わりだ。ジ、エンド。死んだようなもの
だ」
「はい、イエス様」
「だから、金持ちになろうと思っている人が悟るのは、ラクダが針の穴を通るほど難し
い」
「つまり、百パーセント無理ってことですね。イエス様」
「いいかい、サロメ。だから、その点だけ注意していれば、ビジネスをやっていても悟れ
るってことだ。ビジネスが悪いと言っているわけではない。ビジネスはビジネス。悟り
は悟りだ」
「わかりました。ありがとうございました。イエス様」
という会話だったのでしょう。

この会話は、サロメと二人だけで交わされた会話ではなくて、弟子達の前で、サロメの
質問に答える形で行われた感じがします。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「でも、商売するにしても、悟るにしても、どちらも難しいですね」
「そうだね。とにかく、無意識でいては何をしているのか分からなくなる」
「えっ、どういうことですか？　笑雲先生」
「いいかい、『右手のしていることを左手に知らせるな』とは、つまり、右手のしているこ
とを、自分で知っていないと無理だ。右手が何をしているのか知らないのであれば、そ
れを左手に教えないようにすることも難しい」
「そりゃそうですね。無自覚に右手が動いていたら、それを左手に教えないようにする
しない以前の問題ですからね。右手のしていることさえ分かってないのでは」
「そうだね。どんなことでも、無自覚になりやすい。だから、まず、修行のはじめはそこ
からだ」
「えっ、どこからですか。笑雲先生」
「だから、自分がしていることに気が付くこと。無自覚でないこと。いわゆる観照がで
きること。それがそもそも、最初のステップだね」
「じゃぁ、次の話は、その説明の例えですか」
「そうかもしれない。では、次に行ってみよう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(64)Jesus said, "A man had received visitors. And when he had prepared the dinner, he 
sent his servant to invite the guests.
He went to the first one and said to him, 'My master invites you.' He said, 'I have claims 
against some merchants. They are coming to me this evening. I must go and give them 
my orders. I ask to be excused from the dinner.'
He went to another and said to him, 'My master has invited you.' He said to him, 'I have 
just bought a house and am required for the day. I shall not have any spare time.'
He went to another and said to him, 'My master invites you.' He said to him, 'My friend is 
going to get married, and I am to prepare the banquet. I shall not be able to come. I ask 
to be excused from the dinner.'

He went to another and said to him, 'My master invites you.' He said to him, 'I have just 
bought a farm, and I am on my way to collect the rent. I shall not be able to come. I ask to 
be excused.'
The servant returned and said to his master, 'Those whom you invited to the dinner have 
asked to be excused.' The master said to his servant, 'Go outside to the streets and bring 
back those whom you happen to meet, so that they may dine.' Businessmen and 
merchants will not enter the places of my father."
(64)Jesus said, "A person was receiving guests. When he had prepared the dinner, he 
sent his slave to invite the guests.
The slave went to the first and said to that one, 'My master invites you.' That one said, 
'Some merchants owe me money; they are coming to me tonight. I have to go and give 
them instructions. Please excuse me from dinner.'
The slave went to another and said to that one, 'My master has invited you.' That one said 
to the slave, 'I have bought a house, and I have been called away for a day. I shall have no 
time.'
The slave went to another and said to that one, 'My master invites you.' That one said to 
the slave, 'My friend is to be married, and I am to arrange the banquet. I shall not be able 
to come. Please excuse me from dinner.'
The slave went to another and said to that one, 'My master invites you.' That one said to 
the slave, 'I have bought an estate, and I am going to collect the rent. I shall not be able to 
come. Please excuse me.'
The slave returned and said to his master, 'Those whom you invited to dinner have asked 
to be excused.' The master said to his slave, 'Go out on the streets and bring back 
whomever you find to have dinner.'
Buyers and merchants [will] not enter the places of my Father."
(64)イエスが言った、「ある人が客を待った。そして、彼が晩餐を用意して、客を招くた
めに、彼の僕（しもべ）を送った。僕は最初の人に行って、彼に言った、『私の主人があな
たを招いています』。彼は言った、『私は商人たちに（貸）金をもっています。彼らは今夜
私のところに来るでしょう。私は出て行って、彼らに指図を与えるでしょう。晩餐をお
断りします』。
僕は他の人に行って、言った、『私の主人があなたを招きました』。彼は僕に言った、『私
は家を買いました。人々は一日中私を必要としています。私には時間がないでしょう』

僕は他の人に行って、言った、『私の主人があなたを招いています』。彼は僕に言った、
『私の友人が結婚することになっています。そして、私は祝宴を催すでしょう。私は行
くことができません。晩餐をお断りします』。
僕は他の人に行って、言った、『私の主人があなたを招いています』。彼は僕に言った、

『私は村を買いました。私は行って小作料を受け取らなければなりません。私は行くこ
とができないでしょう。お断りいたします』。
僕は戻り、主人に言った、『あなたが晩餐にお招きになった人々は断りました』。主人は
僕に言った、『道に出て行きなさい。お前が見出した人々を連れてきなさい。彼らが晩
餐にあずかるように。買主や商人は私の父の場所に入らない（であろう）』」
…………………………………………………………………………………………………………………
これはとても長い例え話です。他の共観福音書にも、並行箇所があります。

マタイの福音書（22:02-22:14）
「天の国は、ある王が王子のために婚宴を催したのに似ている。
王は家来たちを送り、婚宴に招いておいた人々を呼ばせたが、来ようとしなかった。
そこでまた、次のように言って、別の家来たちを使いに出した。『招いておいた人々に
こう言いなさい。「食事の用意が整いました。牛や肥えた家畜を屠って、すっかり用意
ができています。さあ、婚宴においでください。」』
しかし、人々はそれを無視し、一人は畑に、一人は商売に出かけ、また、他の人々は王
の家来たちを捕まえて乱暴し、殺してしまった。
そこで、王は怒り、軍隊を送って、この人殺しどもを滅ぼし、その町を焼き払った。
そして、家来たちに言った。『婚宴の用意はできているが、招いておいた人々は、ふさわ
しくなかった。だから、町の大通りに出て、見かけた者はだれでも婚宴に連れて来なさ
い。』
そこで、家来たちは通りに出て行き、見かけた人は善人も悪人も皆集めて来たので、婚
宴は客でいっぱいになった。
王が客を見ようと入って来ると、婚礼の礼服を着ていない者が一人いた。
王は、『友よ、どうして礼服を着ないでここに入って来たのか』と言った。この者が黙っ
ていると、王は側近の者たちに言った。『この男の手足を縛って、外の暗闇にほうり出
せ。そこで泣きわめいて歯ぎしりするだろう。』
招かれる人は多いが、選ばれる人は少ない。」

ルカの福音書（14:16-14:24）
そこで、イエスは言われた。「ある人が盛大な宴会を催そうとして、大勢の人を招き、宴
会の時刻になったので、僕を送り、招いておいた人々に、『もう用意ができましたから、
おいでください』と言わせた。
すると皆、次々に断った。最初の人は、『畑を買ったので、見に行かねばなりません。ど
うか、失礼させてください』と言った。ほかの人は、『牛を二頭ずつ五組買ったので、そ
れを調べに行くところです。どうか、失礼させてください』と言った。
また別の人は、『妻を迎えたばかりなので、行くことができません』と言った。
僕は帰って、このことを主人に報告した。すると、家の主人は怒って、僕に言った。『急
いで町の広場や路地へ出て行き、貧しい人、体の不自由な人、目の見えない人、足の不
自由な人をここに連れて来なさい。』
やがて、僕が、『御主人様、仰せのとおりにいたしましたが、まだ席があります』と言う
と、主人は言った。『通りや小道に出て行き、無理にでも人々を連れて来て、この家を
いっぱいにしてくれ。
言っておくが、あの招かれた人たちの中で、わたしの食事を味わう者は一人もいな
い。』」

これは例え話です。例え話があまりに詳しいので、その例えのことを本当の話かと思っ
てしまいますが、長くてもこれは例え話です。もしイエスがこのように、「晩餐を用意
してもそれを食べに来てくれる人がいない」ということを本当に言いたかったことだと
すると、それは「欲を持った商人が悟る事は、ラクダが針の穴を通るより難しい」などと
いう、一言で的を得た短い例えを使えばそれで充分です。
この項は、「日常生活に忙しくて、修行という晩餐を食べることが出来ない人を、イエ
スが非難している」ように聞こえますが、そのようなことを、イエスが直接的に言うこ
とはありません。それではあまりに当たり前の話ですし、同じ内容のことをこのように
詳しく話す必要はないわけです。
でも、イエスは何か説明の必要があって、このように「何通りもの晩餐に来れない人の
タイプを列挙し、そして、どう誘っても、どう呼び込んでも、やってこない、その呼び
込み方が、しだいに執拗に、強引になって行く様子」を話したかったのでしょう。
これも、マインドの働き方を説明したものだと思われます。前掲のマタイの福音書の
（22:02-22:14）の冒頭に、「天の国は」という言葉が入っています。これはマインドの説
明だった片鱗が残っていると言えます。

マタイの福音書の中で、イエスが「瞑想」や「マインドの働き方」を説明したと思われる箇
所は、すべて「天の国は」から始まっています。そして、前掲マタイの福音書
（22:02-22:14）の冒頭も「天の国は」で始まっているので、この例え話も「瞑想」や「マイン
ドの働き方」について説明した部分だと言えます。

さて、では、イエスはどのようなことを説明しようとして、そして、その説明の例えに、
この晩餐の話をしたのでしょう。何か、どんどん執拗になっていく、エスカレートして
いくことの話のようです。その視点でもう一度読んでみましょう。よく分かります。
マインドは一旦目標を立てると、その目標をなんとか達成しようと、その目標に執着す
ると言う話がポイントです。この「豪華な晩餐」の例えで説明したかったことです。

このように、最初は、晩餐を誰かに食べさせてあげようという優しい気持ちがあったと
しても、誰も来なければ、もはや、その優しさは失せてしまって、どうにかして、準備
したその晩餐を誰かに食べさせようと、そちらの方が目的になってしまうわけです。こ
れは目的を実現するための手段が、さらに目的化されるために起こります。この場合で
すと、「愛とは無償に与える行為だ」とイエスがその前に言ったのを聞いて、「それには
どうすればいいのですか」という質問になり、その流れでこの話が出てきたというわけ
です。
「それにはどうすればいいのですか」「それにはどうすればいいのですか」と説明しても
説明しても、やり方を聞くばかりで、回答していてもキリがありません。
そこで、イエスは、「いいかい。どうすればいいのですか？　また、そのためにはどうす
ればいいのですか？と、次々に聞いて、そして、手段をどんどん目的化していくとだ
ね。それは、別の執拗な欲が発生していることだよ」と言ったのでしょう。

たぶん、弟子の中で、そのように次々に聞いた人が居たということです。だから、イエ
スはこの「盛大な晩餐」の例えを弟子に話したのでしょう。もしかすると、その弟子と
は、トマスが聞いたのかもしれません。
「えっ、無償の愛をしようとしているのに、そうすると、別の執拗な欲が発生している
のですか。イエス様」
「そうだよ。トマス。執拗に聞くというのはそういうことだ」
「えっ、どのように」
「だから、たとえば、『無償の晩餐会を開いて人を呼ぼう』と、最初は考えていても、いつ

の間にか、人を呼ぶことが目的になってしまい、最後は、とにかく、誰でもいいから、
呼んできて食べさせようとするようなものだ。食べさせることが目的になってしまっ
ている。だから、無理矢理でも呼んでくるということになってしまうわけだ」
「えっ、よく分かりませんが」
「じゃぁ、話そう。あるところに、豪華な晩餐を準備して振る舞おうとしていた人が居
た」
「はい」
「ところが、せっかく人を呼んでも、仕事があって行かれないとか、断ってくる。それ
で、僕を使って他の人を呼びに行かせた。でも、その人も断ってくる。で、また、次の人
を呼びに…」
と、第６４項の話をイエスは長々と続けたのでしょう。手段の目的化が進み、「執拗な
欲」が無自覚で立ち上がり、次第に強欲になって行く様子を例えて語ったのだろうと思
います。そうすると、当初の優しい気持ちは失せて、暴力的になっていくわけです。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「無償の愛をしようとして、頑張っていると、それは手段が次々に目的になって、執拗
な欲、強欲になるということですね」
「そうだね」
「じゃぁ、無償の愛をしようとしてはいけないのですか？」
「いや、そんなことはない。無償の愛は良いことだ。ただ、イエスがここで注意している
のは、『良いことをしようとすることが目的になると、それはもはや欲だ』と言っている
わけだ。ああ、そうか、小松茸、なるほど。小松茸が今間違えたのと同じように間違え
る人がいるから、次の話を持ってきて話したのだな。なるほど」
「えっ、どういうことですか？　笑雲先生」
「じゃぁ、説明しよう。いいかい、与えよう、与えようとすることは良いことだが、たと
え良いことであっても、それが目的になると、強欲になるということをイエスは言いた
いのだ」
「はい。笑雲先生」
「執拗な欲は良くない、とね。その執拗な欲が発生する仕組みを理解させようとしてい
たわけだ。でも、弟子が『良いことをしようとしてはいけないのか』みたいな誤解をしそ
うなので、スタートが良いことでも、スタートが悪いことでも関係ない。とにかく、無

自覚の『執拗な欲』が発生することが悪いことなのだと、また、別の、まったく逆の例え
を持ち出してきたわけだ」
「それが、次の項ですか、笑雲先生」
「そうだね」
「では、さっそく、次に行ってみましょう」
…………………………………………………………………………………………………………………
(65)He said, "There was a good man who owned a vineyard. He leased it to tenant 
farmers so that they might work it and he might collect the produce from them. He sent 
his servant so that the tenants might give him the produce of the vineyard. They seized 
his servant and beat him, all but killing him. The servant went back and told his master. 
The master said, 'Perhaps he did not recognize them.' He sent another servant. The 
tenants beat this one as well. Then the owner sent his son and said, 'Perhaps they will 
show respect to my son.' Because the tenants knew that it was he who was the heir to the 
vineyard, they seized him and killed him. Let him who has ears hear."
(65)He said, "A [...] person owned a vineyard and rented it to some farmers, so they could 
work it and he could collect its crop from them. He sent his slave so the farmers would 
give him the vineyard's crop. They grabbed him, beat him, and almost killed him, and the 
slave returned and told his master. His master said, 'Perhaps he didn't know them.' He 
sent another slave, and the farmers beat that one as well. Then the master sent his son 
and said, 'Perhaps they'll show my son some respect.' Because the farmers knew that he 
was the heir to the vineyard, they grabbed him and killed him. Anyone here with two 
ears had better listen!"
(65)彼が言った、「ある良い人がぶどう園を持っていた。彼はそれを農夫たちに与えた。
彼らがそれを耕して、それから収穫を得るためである。彼は僕を送った。ぶどう園の収
穫を出させるためである。彼らが僕をつかまえて、袋だたきにし、ほとんど殺すばかり
にした。僕は帰って、それを主人に言った。主人は言った、『たぶん（彼ら）は（彼）を知ら
なかったのだ』。主人は他の僕を送った。農夫たちは彼をも袋だたきにした。そこで主
人は自分の子を送った。彼は言った、『たぶん彼らは私の子を敬ってくれるであろう』。
ところが農夫たちは、彼がぶどう園の相続人であることを知っていたので、彼をつかま
えて、殺した。耳あるものは聞くがよい」
…………………………………………………………………………………………………………………
この第６５項「ブドウ園の農夫」の話は、共観福音書にも並行箇所があります。マルコの

福音書（12:1-12:8）、マタイの福音書（21:33-21:39）、ルカの福音書（20:9-20:15）です。
どれも似ていますので、ここではルカの福音書から引用しておきましょう。

ルカの福音書（20:9-20:15）
イエスは民衆にこのたとえを話し始められた。

「ある人がぶどう園を作り、これを農夫たちに貸して長い旅に出た。
収穫の時になったので、ぶどう園の収穫を納めさせるために、僕を農夫たちのところへ
送った。ところが、農夫たちはこの僕を袋だたきにして、何も持たせないで追い返し
た。
そこでまた、ほかの僕を送ったが、農夫たちはこの僕をも袋だたきにし、侮辱して何も
持たせないで追い返した。
更に三人目の僕を送ったが、これにも傷を負わせてほうり出した。
そこで、ぶどう園の主人は言った。『どうしようか。わたしの愛する息子を送ってみよ
う。この子ならたぶん敬ってくれるだろう。』
農夫たちは息子を見て、互いに論じ合った。『これは跡取りだ。殺してしまおう。そうす
れば、相続財産は我々のものになる。』
そして、息子をぶどう園の外にほうり出して、殺してしまった。さて、ぶどう園の主人
は農夫たちをどうするだろうか。
戻って来て、この農夫たちを殺し、ぶどう園をほかの人たちに与えるにちがいない。」
彼らはこれを聞いて、「そんなことがあってはなりません」と言った。

さて、トマスの福音書では、第６４項の「盛大な晩餐」の話の次に出てきます。
「盛大な晩餐」では、「晩餐を与えることが、目的になって、執拗な欲になる」話でした。
同じ観点で、この第６５項「ブドウ園の農夫」の話を読むと、今度は、「収穫を取り戻すこ
とが目的になって、それが執拗な欲になる」話です。得たいという欲望がエスカレート
していく様子もよく分かります。
「与える」「供与する」がエスカレートしても、「受け取る」「獲得する」がエスカレートして
も、等しく「執拗な欲」になり、強引な考え、暴力的な考え、行動になります。「供与す
る」を例に、このエスカレートする欲、執拗な欲のことを話したのですが、それでは、
「与えることは悪いことなのか」と誤解しそうな人がいたようなので、イエスは、逆の
「奪う」方の話をしてみせたのでしょう。要点はそこではないということを明確にする
ためです。

要点は、スタートの目的はどうであれ、手段が無自覚に目的化していくと、いったい自
分は何をしているのか、分からなくなりますよということです。
マインドは、常に「自分は何をしているか」知っています。知っているつもりです。で
も、この例えのように、執拗な欲になってくると、いったい自分が何の目的でそれをし
ているのかわからなくなってきて、目の前の目的化した手段を実現するために、今度は
「それを達成すること」を目的に考えてしまっているということになります。
また、このイエスの例えのように、目的を達成するために、そのやり方は無自覚に次第
にエスカレートしていくことにもなります。
マインドのテーブルは次々に生まれてくる「執拗な欲を満たそうとする考え」で一杯に
なってきます。ますます、他のことが考えられなくなってきます。
それは、マインドが目標に向かって暴走していることで、修行者のすることではありま
せん。その点をイエスは説明したいわけです。

「じゃぁ、イエス様、そのような状況に自分のマインドがなってしまったら、どうすれ
ばいいのですか。『執拗な欲』によってあれこれ考えていることが山のように増えて貯
まっていくとしたら」
「なるほど。いいかい、貯まってしまったのではなくて、実は、次々に増やして貯め続け
ているわけだから、元まで戻ることだね。元をしっかり止めておかないと、そのように
山になる」
「そうですか。イエス様。で、どのようにして？」
「だから、マインドを止めておくことだ。ええと、あっ、そうだ。私は、昔、大工をしてい
た。家の家業を手伝っていたわけだ。大工といっても、このあたりの家は、みな石造り
だから、壁は石を積み上げて家を造る」
「はい。そうですね」
「壁は片面では不安定だ。二面を隅石で固定すると安定する。隅の笠石とも頭石ともい
う。要になる石だ。その隅石を外せば、両方の壁は崩れる」
「崩れると、壁を造っていた石が崩れて、ブロックの山になりますね」
「そうだ、そのように、マインドをブロックの山にしないためには、隅石を見つけて
しっかり固定することだ」
と言ったかもしれません。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」

「なんだい、小松茸」
「次の項で、イエスが、そのようなことを言っていますよ」
「えっ、どんなこと」
「隅石のこと」
「そうかい、では、次に行こう」
…………………………………………………………………………………………………………………
(66)Jesus said, "Show me the stone which the builders have rejected. That one is the 
cornerstone."
(66)Jesus said, "Show me the stone that the builders rejected: that is the keystone."
(66)イエスが言った、「家造りらの捨てた石を私に示しなさい。それは隅の頭石である」
…………………………………………………………………………………………………………………
次々に発生している「思考」、それを止めるにはどうすればいいのですかと聞かれたイ
エスは、「元のところを押さえなければ、連鎖は止められない」と説明しました。
「まるで、隅の頭石があれば、二面の壁が安定するようなものだ。崩れたブロックの山
の中から、その隅の頭石を探し出すことだ。そこをちゃんと固定すれば、右面の壁も左
面の壁も、どちらも、みごとに止めることができる。『盛大な晩餐を提供したいという
欲』も、『収穫を獲得したいという欲』も、崩れることはない。つまり、無自覚ではなくな
るということだ。それらが崩れてブロックの山になることはなくなる」
と言いました。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「隅石を見つけることが大切なことは分りましたが、具体的にはどうすればいいのです
か。マインドの思考テーブルに載っているのは、『石』ではなくて、『思考』ですからね。
具体的にはどうすることですか。思考についてですけど」
「そうだね。だから、それをよく観察しなさいってことだね」
「思考を観察する？」
「そうだ。観照するとも言う。どんな思考がどんな状況になっているのか、どう動いて
いるのか、それを観察することだ。『豪華な晩餐』を振る舞おうとしている目的が次々に
手段化していく様子、『ぶどうの収穫』を取り戻そうとしている目的が、次々に手段化し
ていく様子。そのような様子を俯瞰的にすべて見渡すことだ。観察することだ」
「ええと、考えを進めているのは、マインドですよね。笑雲先生」

「そうだね。小松茸」
「だったら、そのマインドを観察する者は、いったい誰ですか？」
「マインドを観察するのは『本来の自分』だな」
「本来の自分？」
「そうだ。『本来の自分』は言葉も使わないし、思考もしない。ただ、見ているだけだ。視
点が『本来の自分』に移ったら、マインドの動きは観察できる。軸足が『本来の自分』に
移ったら、マインドの思考に巻き込まれずに静かに居られる」
「そうですか。マインドと、『本来の自分』は違うということですね」
「そうだね。マインドは、自分が主人だと思っているが、『本来の自分』から見れば、単に
考えるマシンだ。機械だ。だから、マインドを自分自身だと思っている人は、自分がロ
ボットだとは知らないってことだ」
「そうですか。そのような言明が、次の項でありますよ。笑雲先生」
「そうか。では、次に行ってみよう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(67)Jesus said, "If one who knows the all still feels a personal deficiency, he is completely 
deficient."
(67)Jesus said, "Those who know all, but are lacking in themselves, are utterly lacking."
(67)イエスが言った、「すべてを知っていて、自己に欠けている者は、すべてのところに
欠けている」
…………………………………………………………………………………………………………………
マインドが自分自身だと思っていると、どんなに広範囲のことを深く知っていても、
「本来の自分」を知らないということになります。すると、「すべてを知っているつもり
だが、一番大切な根本のところを知らない」ということになるわけです。
そして、その一番肝心なところを、もし知らないのであれば、人生とか、命とか、愛と
か、宇宙について、結局何も知らないのに等しいわけです。
そこで、イエスが、「すべてを知っていて、自己に欠けている者は、すべてのところに欠
けている」と言っているわけです。

逆に言うと、多少知識がなくても、多少理解力がなくても、多少学力がなくても、そん
なことは全然問題ではなくて、「本来の自分」を知っているのであれば、それは、人生
を、命を、愛を、宇宙を知っていることになると言っています。

つまり、イエス流に言えば、
「すべてを知らなくても、自己を満たしている者は、すべてのところに満ちている」
ということになります。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「『本来の自分』になれば、悟れるってことですね」
「そうだね。まぁ、簡単に言うとそういうことだ。同じ意味だ」
「じゃぁ、『本来の自分』には、どうすればなれるのですか」
「なるほど、悟り方だな。いいかい、マインドが『本来の自分』になるわけではない。『本
来の自分』は、もともと在るものだ。だが、マインドが働けば『本来の自分』は隠されてし
まう。そして、自分とはマインドのことだと思ってしまう」
「ですから、笑雲先生、そのマインドがどうやって『本来の自分』を見つけて、どうやっ
て、自分とは『本来の自分』なのだとわかるのですか」
「そのマインドを使って、発見しようとか、どうにかしようとかの発想がそもそもマイ
ンドだ。そうではなくて、マインドが何もしなければ、マインドが消えれば、マインド
が退場すれば、そこに『本来の自分』は在るのだ」
「じゃぁ、眠るのですか」
「いやいや、眠っては分からない。眠ってもマインドは働いている。消えていない。覚め
ていなければ、消えることはできない。覚めていなければ『本来の自分』が在ることはわ
からない」
「じゃぁ、意識不明になるのですか」
「いやいや、意識不明とは、マインドの不調だ。病気だ。そうではなくて、マインドは好
調で健康で、しかも覚めていて、何もしない状態でなければ、『本来の自分』が在ること
がわからない」
「覚めていて、健康で、何もしない？」
「そうだ。そのためには、修行することだ。瞑想することだ」
「なるほど。やはり、その結論になりますね。笑雲先生。いつも」
「それはそうだ。実践しなければ、意味がない。だから、小松茸に言うことは、これしか
ない」
「そうですか。あはははは」
「あはははは、笑ってる場合か。コラッ」

text: 宝彩有菜

第10回  一人が死に
　　　　　　一人が生きる



「トマスの福音書」は、１９４５年に、エジプトのナイル川河畔の洞窟に１８５０年以上
も埋もれていた壺の中から奇跡的に発見されました。これは、イエスの言葉だけを記載
してあるもので、「言葉福音書」と呼ばれています。全部で１１４項目ありますが、その
ほとんどが例え話です。一読して何を言いたいのか、良くわからないものが多いのです
が、「それらは、イエスが瞑想や悟りのことを伝えるために、例えを使って話したもの」
と仮定して、では、一体それが具体的に何の例え話であるのかを解説しています。今回
は、その第１０回目です。なお、各センテンスの訳文は、上段、中段、下段の順に
（１）Thomas O. Lambdin　による英訳
（２）Stephen Patterson and Marvin Meyer　による英訳
（３）「トマスによる福音書」（荒井献著・講談社学術文庫）による和訳
の順に記載しています。
…………………………………………………………………………………………………………………
(61) Jesus said, "Two will rest on a bed: the one will die, and the other will live."
Salome said, "Who are you, man, that you ... have come up on my couch and eaten from 
my table?" Jesus said to her, "I am he who exists from the undivided. I was given some of 
the things of my father." "I am your disciple." "Therefore I say, if he is destroyed, he will 
be filled with light, but if he is divided, he will be filled with darkness."
(61) Jesus said, "Two will recline on a couch; one will die, one will live." Salome said, 
"Who are you mister? You have climbed onto my couch and eaten from my table as if 
you are from someone." Jesus said to her, "I am the one who comes from what is whole. I 
was granted from the things of my Father." "I am your disciple." "For this reason I say, if 
one is whole, one will be filled with light, but if one is divided, one will be filled with 
darkness."
(61)イエスが言った、「二人の男が一つ寝台に休んでいるならば、一人が死に、一人が生
きるであろう」。サロメが言った、「あなたは誰なのですか。一人から出たような人よ。
あなたは私の寝台に上ぼり、そして私の食卓から食べました」。イエスが彼女に言った、

「私は同じ者から出た者である。私には父のものが与えられている」。サロメが彼に言っ
た、「私はあなたの弟子です」。イエスが彼女に言った、「それ故に私は言うのである、

『彼が同じであるときに、彼は光で満たされるであろう。しかし、彼が分けられている
ときに、彼は闇で満たされるであろう』」
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…………………………………………………………………………………………………………………
サロメという女性は、このトマス福音書ではここで初めて出てきます。他の福音書で、
サロメという名の女性が何人か登場しますが、イエスの弟子であったと思われるサロ
メは、マルコの福音書に下記のように登場します。
…………………………………………………………………………………………………………………
【マルコ　15:40】
また、婦人たちも遠くから見守っていた。その中には、マグダラのマリア、小ヤコブと
ヨセの母マリア、そしてサロメがいた。
…………………………………………………………………………………………………………………
この一番近しい人が居る状況のところに、サロメもいるわけですから、サロメはとても
イエスに近しい人であると同時に、多分私の感覚では、サロメも、マグダラのマリアと
同じ様に悟っていたのだろうと思います。
そのとても近しい弟子であったサロメが、イエスに向かって次のように言います。
「あなたは誰なのですか。一人から出たような人よ。あなたは私の寝台に上ぼり、そし
て私の食卓から食べました」
サロメはイエスをよく知っています。イエスは修行の先生であり瞑想の先生です。その
サロメが「イエス先生」を前にしてあなたは誰なのですかと聞いています。これはその
前のイエスの言葉を受けての、イエスに向けた質問です。
イエスは、「二人の男が一つ寝台に休んでいるならば、一人が死に、一人が生きるであ
ろう」とサロメに言いました。ですからサロメは、では、先程ベッドに上がったり、食事
をしたりした、あなたは一体どちらの「あなた」なのですかと聞いたわけです。

「二人の男」というのは、今までの解説でお分かりのように、マインドが肉体を統括して
いるいわゆる「人間」と、「本来の自分」、いわゆる「魂」の人です。イエスは「どちらかが生
きている時は、どちらかが死んでいる」と言っています。死んでいるわけではありませ
んが、どちらかが現れていない、消えているということです。イエスがそう言ったので
サロメは、「それでは、さっきのあなたは誰なのですか。悟っている人よ。あなたは私の
寝台に上ぼり、そして私の食卓から食事を食べました」
と聞いたのです。つまり肉体的に動いているわけですから、「あなたは『本来の自分』で
はなく、肉体の『あなた』なのでしょう？」と聞いたのです。
そこでイエスは、「悟っても肉体がある。それは親から貰ったものだ。それはまたこの
世での魂の棲家、宮殿でもある。だが、そこに魂が住んでいなければ、そこは暗い闇だ。

魂がちゃんとそこに存在していれば、宮殿は光り輝くものとなる」と答えました。この
会話は、状況から判断して、イエスとサロメの二人だけのくだけた会話です。ベッドの
上の会話かもしれません。もしかすると、サロメは笑いながらイエスの脇腹をつつきな
がら聞いたかもしれません。

でも、この会話がトマス福音書に残っているということは、はて、どういうことでしょ
うか？　トマスか誰か他の弟子が、このイエスとサロメの二人の会話を盗み聞きして
いたのでしょうか？　しかし、盗み聞きは考えられません。では、この会話の内容を、
トマスや他の弟子は、どうやって知ることができたのでしょう。

イエスが他の弟子に、この話をしたのでしょうか？　サロメとの二人だけで交わされ
た会話を、たとえその中に教えに関連する内容を含んでいたとしても、たぶん、イエス
から他の弟子に言うことはないと思います。でも、その話が、現にトマス福音書に残っ
ているということは、サロメ自身が仲間の弟子達に、「あのね、イエスはこんなことを
言ったよ」と話をしたのだろうと思います。
ルカの福音書　17:34 にも、同じような表現の箇所があります。

「寝室に二人の男が寝ていれば、一人は連れて行かれ、他の一人は残される」
このセンテンスは印象が深いので、仲間からも忘れられずにルカの福音書にも同様に
組み込まれたのだろうと思います。ただし、ルカの福音書のこの言葉についての前後の
説明文は、後から別の人が書き加えたもので、私にとってはまったく意味不明でした。
今回、このトマス福音書のサロメとの会話の中で、同じイエスのセンテンスが出てき
て、私は初めて、このイエスの言葉の言われたシチュエーションや意味が理解できまし
た。
「二人の男が一つ寝台に休んでいるならば、一人が死に、一人が生きるであろう」
悟っても、肉体があるのだから、それが現れているときは、魂は現れていない。ですか
ら、悟っても決して魂だけになって日常を生活しているのではないということです。
悟っても、宮殿である肉体を維持していかなければなりませんから、当然と言えば当然
のことです。

また、このような会話が、弟子たちの間でフランクに気兼ねなくされていたということ
でもあります。当時の修行の仲間は小じんまりした集団で、とても親密な関係だったの
だろうと思います。

その中で、サロメは、「ねぇ、ねぇ、聞いて」って感じで仲間にこの話をしたのかもしれ
ません。
最愛の尊敬する先生であるイエスを、少し面白がっている感じかもしれません。きっ
と、このサロメの話には、弟子達もみんな笑いながら聞いたことでしょう。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「サロメとイエスはどんな関係なのですか」
「資料が少ないので、どんな関係か、はっきりは分からないね。でも、当時の弟子たちは
周知のことだったろうと思うけど」
「イエスは、サロメと一緒に食事をして、一緒にベッドにあがったということですか。
では、愛人、恋人ですか」
「ああ、そうも読めるけど、どうかわからない。ポイントは、それではなく、修行や悟り
の話、愛や欲の話、生や死の話、肉体や魂の話、それらを弟子達に、たくさんしていた
ということだ」
「サロメにもしていたのですか」
「そうだね。問われればイエスは、それを聞きたい人に、場所や時間などに関係なく、ど
んどん話して聞かせていたと思う」
「サロメは、自分でイエスの弟子だと言っていますからね」
「そうだね。弟子には機会を捕えて丁寧に説明していただろうね」
「サロメに語ったその悟りの奥義を、次の項で述べているようですよ」
「おや、そうかい、では、さっそく、次に行こう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(62)Jesus said, "It is to those who are worthy of my mysteries that I tell my mysteries. Do 
not let your left hand know what your right hand is doing."
(62)Jesus said, "I disclose my mysteries to those who are worthy of my mysteries. 
Whatever you right hand does, your left hand should not know what it is doing."
(62)イエスが言った、「私は私の奥義にふさわしい人々に私の奥義を言う。あなたの右
の手がしていることを、あなたの左の手に知らせるな」
…………………………………………………………………………………………………………………
このあたりの項目がこの順番で並んでいることに、意味があると仮定して解説してい

ます。この第６２項も、引き続きイエスがサロメに語った言葉です。次第に、サロメに
話したことの全体像と、イエスの言わんとしていることが見えてきます。イエスの教え
の基本である、「愛」についての深い話が続いているわけです。
「私は私の奥義にふさわしい人々に私の奥義を言う」とイエスが言っている意味は、一
つはサロメがその奥義を受ける人に相応しいということと、もう一つは、これは、イエ
スの根本的な教えだということです。

さて、まず「右の手がしていることを、左の手に知らせるな」の例えですが、この表面的
な意味を理解するために、どのような状況の話か、それを説明します。
昔の露店で物を販売する時に、例えば、右手で鳥や魚の物品を相手に差出し、同時に左
手で金銭を受け取ります。同時に交換するわけです。商品だけ持ち逃げされないためで
す。現代でも、スーパーのレジで物品を販売するときに、右手で商品を押し出して、左
手でお金を要求します。世界中のスーパーのレジのラインもほとんどこの方向になっ
ています。つまり、右手で商品を扱い、左手でお金を扱う名残りです。また、米国映画
の一コマでは、レジの女性が “Return, please”　と言って、お金をなかなか出せない状況
の主人公に、厳しく催促する場面もあります。レジの女性は、右手で品物を持ち逃げさ
れないように押さえたまま、左手で対価を請求します。
つまり、右手は与える方の手、左手は対価を受け取る方の手という意味です。

イエスは、「あなたの右の手がしていることを、あなたの左の手に知らせるな」と言って
います。つまり、与えるだけで、見返りのことを考えるな、見返りを請求するなと言っ
ているわけです。
イエスの教えは愛の教えです。愛は与えることですが、親切や、サービスや、まごころ
など、そのようなものも、与えるだけで、決して、見返りを期待しないことが肝要だと
言っているわけです。無償の愛、それこそが、イエスの教えです。もし、何か少しでも
見返りを期待したら、それは、もう、愛ではなくなります。商売です。ビジネスです。
多分、一緒にベッドに上がったり、食事を共にしたサロメとの話で、愛の提供と金銭の
話になったのかもしれません。
そして、イエスが、「本当の愛はね。いいかい、サロメ、その奥義を教えようか」と言ったの
で、サロメが『これは、重要なお話だ。是非、聞かねば』と思って、「本当の愛とは何です
か？　イエス様。私は、あなたの弟子です。是非、教えてください」と言ったのでしょう。
それを聞いて、イエスは次のように言ったのかもしれません。

「そうか、サロメ。それでは、サロメは私の弟子だから、私は私の奥義にふさわしい人
に、本当の奥義を言おう。それは愛の奥義だ」
「はい、イエス様。愛の奥義ですね。して、その奥義の内容とは？」
「いいかい、その奥義とは、『あなたの右の手がしていることを、あなたの左の手に知ら
せるな』だ」
「ああ、そうですか。与えるだけで、見返りをいっさい要求しないってことですね」
「そうだ。無償の愛、それが私の教えの奥義だ」
と言ったのでしょう。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「サロメは、イエスの愛人、恋人だったかもしれませんが、宿屋の女将だったかもしれ
ませんね」
「そうだね。豊かそうだからね。その両方だった可能性もある。館を構えていたかもし
れない」
「だとしたら、無償の愛と、ビジネスは両立しませんね」
「なるほど。そうだね。イエスに対しては無償だが、他の泊り客や利用客に対してもみ
な無償というわけにはいかない」
「そうすると、お金を儲けることが悪いことなのかどうか、サロメはイエスに聞きたく
なったでしょうね」
「そうだね。そのような金銭についての会話に発展しただろうね」
「笑雲先生、やっぱり次でそのことが話題になっていますよ」
「ほう、そうか、では、さっそく次に行ってみよう」
…………………………………………………………………………………………………………………
(63)Jesus said, "There was a rich man who had much money. He said, 'I shall put my 
money to use so that I may sow, reap, plant, and fill my storehouse with produce, with 
the result that I shall lack nothing.' Such were his intentions, but that same night he died. 
Let him who has ears hear."
(63)Jesus said, "There was a rich person who had a great deal of money. He said, 'I shall 
invest my money so that I may sow, reap, plant, and fill my storehouses with produce, 
that I may lack nothing.' These were the things he was thinking in his heart, but that very 
night he died. Anyone here with two ears had better listen!"

(63)イエスが言った、「ある金持ちが多くの財産を持っていた、彼は言った、『私は私の
財産を利用して、まき、刈り、植えて、私の倉を作物で一杯にしよう。いかなる欠乏に
も悩まされることがないためである』。これが、彼の心の中で考えたことである。そし
て、その夜に彼は死んだ。聞く耳ある者は聞くがよい」
………………………………………………………………………………………………………………… 
「無償の愛」をしながら、「ビジネス」もやっていかなくてはならないとしたら、一体、ど
うすればいいのですかと、サロメはイエスに聞いたのでしょう。それで、このイエスの
言葉に繋がってきます。
イエスは合理的で、優しい人ですから、サロメに対して「ビジネスを放棄しなさい」など
と、無理なことや、無茶なことは言いません。修行の弟子としてのサロメに対して、次
のように言ったのだろうと思います。

「いいかい、サロメ。商売繁盛させることは良いことだ。だが、財産欲はキリがない。例
えば、ある金持ちが多くの財産を持っていた。そして、『私は私の財産を利用して、ま
き、刈り、植えて、私の倉を作物で一杯にしよう』と考えた。まぁ、当然だ。そこまでは
良い。でも、その目的が『いかなる欠乏にも悩まされることがないようにするため』だと
したら、それはキリがない欲だ。強欲だ。その欲は際限がない。止まるところがない。
つまり、その人はいつまでも現在の金銭的裕福さに対して満足することがない。という
ことは、サロメ」
「はい、イエス様」
「そのような強欲を持った途端に、その人は、もう、『愛のある幸福』を生涯、知ることは
できなくなってしまう。つまり、修行的には、終わりだ。ジ、エンド。死んだようなもの
だ」
「はい、イエス様」
「だから、金持ちになろうと思っている人が悟るのは、ラクダが針の穴を通るほど難し
い」
「つまり、百パーセント無理ってことですね。イエス様」
「いいかい、サロメ。だから、その点だけ注意していれば、ビジネスをやっていても悟れ
るってことだ。ビジネスが悪いと言っているわけではない。ビジネスはビジネス。悟り
は悟りだ」
「わかりました。ありがとうございました。イエス様」
という会話だったのでしょう。

この会話は、サロメと二人だけで交わされた会話ではなくて、弟子達の前で、サロメの
質問に答える形で行われた感じがします。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「でも、商売するにしても、悟るにしても、どちらも難しいですね」
「そうだね。とにかく、無意識でいては何をしているのか分からなくなる」
「えっ、どういうことですか？　笑雲先生」
「いいかい、『右手のしていることを左手に知らせるな』とは、つまり、右手のしているこ
とを、自分で知っていないと無理だ。右手が何をしているのか知らないのであれば、そ
れを左手に教えないようにすることも難しい」
「そりゃそうですね。無自覚に右手が動いていたら、それを左手に教えないようにする
しない以前の問題ですからね。右手のしていることさえ分かってないのでは」
「そうだね。どんなことでも、無自覚になりやすい。だから、まず、修行のはじめはそこ
からだ」
「えっ、どこからですか。笑雲先生」
「だから、自分がしていることに気が付くこと。無自覚でないこと。いわゆる観照がで
きること。それがそもそも、最初のステップだね」
「じゃぁ、次の話は、その説明の例えですか」
「そうかもしれない。では、次に行ってみよう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(64)Jesus said, "A man had received visitors. And when he had prepared the dinner, he 
sent his servant to invite the guests.
He went to the first one and said to him, 'My master invites you.' He said, 'I have claims 
against some merchants. They are coming to me this evening. I must go and give them 
my orders. I ask to be excused from the dinner.'
He went to another and said to him, 'My master has invited you.' He said to him, 'I have 
just bought a house and am required for the day. I shall not have any spare time.'
He went to another and said to him, 'My master invites you.' He said to him, 'My friend is 
going to get married, and I am to prepare the banquet. I shall not be able to come. I ask 
to be excused from the dinner.'

He went to another and said to him, 'My master invites you.' He said to him, 'I have just 
bought a farm, and I am on my way to collect the rent. I shall not be able to come. I ask to 
be excused.'
The servant returned and said to his master, 'Those whom you invited to the dinner have 
asked to be excused.' The master said to his servant, 'Go outside to the streets and bring 
back those whom you happen to meet, so that they may dine.' Businessmen and 
merchants will not enter the places of my father."
(64)Jesus said, "A person was receiving guests. When he had prepared the dinner, he 
sent his slave to invite the guests.
The slave went to the first and said to that one, 'My master invites you.' That one said, 
'Some merchants owe me money; they are coming to me tonight. I have to go and give 
them instructions. Please excuse me from dinner.'
The slave went to another and said to that one, 'My master has invited you.' That one said 
to the slave, 'I have bought a house, and I have been called away for a day. I shall have no 
time.'
The slave went to another and said to that one, 'My master invites you.' That one said to 
the slave, 'My friend is to be married, and I am to arrange the banquet. I shall not be able 
to come. Please excuse me from dinner.'
The slave went to another and said to that one, 'My master invites you.' That one said to 
the slave, 'I have bought an estate, and I am going to collect the rent. I shall not be able to 
come. Please excuse me.'
The slave returned and said to his master, 'Those whom you invited to dinner have asked 
to be excused.' The master said to his slave, 'Go out on the streets and bring back 
whomever you find to have dinner.'
Buyers and merchants [will] not enter the places of my Father."
(64)イエスが言った、「ある人が客を待った。そして、彼が晩餐を用意して、客を招くた
めに、彼の僕（しもべ）を送った。僕は最初の人に行って、彼に言った、『私の主人があな
たを招いています』。彼は言った、『私は商人たちに（貸）金をもっています。彼らは今夜
私のところに来るでしょう。私は出て行って、彼らに指図を与えるでしょう。晩餐をお
断りします』。
僕は他の人に行って、言った、『私の主人があなたを招きました』。彼は僕に言った、『私
は家を買いました。人々は一日中私を必要としています。私には時間がないでしょう』

僕は他の人に行って、言った、『私の主人があなたを招いています』。彼は僕に言った、
『私の友人が結婚することになっています。そして、私は祝宴を催すでしょう。私は行
くことができません。晩餐をお断りします』。
僕は他の人に行って、言った、『私の主人があなたを招いています』。彼は僕に言った、

『私は村を買いました。私は行って小作料を受け取らなければなりません。私は行くこ
とができないでしょう。お断りいたします』。
僕は戻り、主人に言った、『あなたが晩餐にお招きになった人々は断りました』。主人は
僕に言った、『道に出て行きなさい。お前が見出した人々を連れてきなさい。彼らが晩
餐にあずかるように。買主や商人は私の父の場所に入らない（であろう）』」
…………………………………………………………………………………………………………………
これはとても長い例え話です。他の共観福音書にも、並行箇所があります。

マタイの福音書（22:02-22:14）
「天の国は、ある王が王子のために婚宴を催したのに似ている。
王は家来たちを送り、婚宴に招いておいた人々を呼ばせたが、来ようとしなかった。
そこでまた、次のように言って、別の家来たちを使いに出した。『招いておいた人々に
こう言いなさい。「食事の用意が整いました。牛や肥えた家畜を屠って、すっかり用意
ができています。さあ、婚宴においでください。」』
しかし、人々はそれを無視し、一人は畑に、一人は商売に出かけ、また、他の人々は王
の家来たちを捕まえて乱暴し、殺してしまった。
そこで、王は怒り、軍隊を送って、この人殺しどもを滅ぼし、その町を焼き払った。
そして、家来たちに言った。『婚宴の用意はできているが、招いておいた人々は、ふさわ
しくなかった。だから、町の大通りに出て、見かけた者はだれでも婚宴に連れて来なさ
い。』
そこで、家来たちは通りに出て行き、見かけた人は善人も悪人も皆集めて来たので、婚
宴は客でいっぱいになった。
王が客を見ようと入って来ると、婚礼の礼服を着ていない者が一人いた。
王は、『友よ、どうして礼服を着ないでここに入って来たのか』と言った。この者が黙っ
ていると、王は側近の者たちに言った。『この男の手足を縛って、外の暗闇にほうり出
せ。そこで泣きわめいて歯ぎしりするだろう。』
招かれる人は多いが、選ばれる人は少ない。」

ルカの福音書（14:16-14:24）
そこで、イエスは言われた。「ある人が盛大な宴会を催そうとして、大勢の人を招き、宴
会の時刻になったので、僕を送り、招いておいた人々に、『もう用意ができましたから、
おいでください』と言わせた。
すると皆、次々に断った。最初の人は、『畑を買ったので、見に行かねばなりません。ど
うか、失礼させてください』と言った。ほかの人は、『牛を二頭ずつ五組買ったので、そ
れを調べに行くところです。どうか、失礼させてください』と言った。
また別の人は、『妻を迎えたばかりなので、行くことができません』と言った。
僕は帰って、このことを主人に報告した。すると、家の主人は怒って、僕に言った。『急
いで町の広場や路地へ出て行き、貧しい人、体の不自由な人、目の見えない人、足の不
自由な人をここに連れて来なさい。』
やがて、僕が、『御主人様、仰せのとおりにいたしましたが、まだ席があります』と言う
と、主人は言った。『通りや小道に出て行き、無理にでも人々を連れて来て、この家を
いっぱいにしてくれ。
言っておくが、あの招かれた人たちの中で、わたしの食事を味わう者は一人もいな
い。』」

これは例え話です。例え話があまりに詳しいので、その例えのことを本当の話かと思っ
てしまいますが、長くてもこれは例え話です。もしイエスがこのように、「晩餐を用意
してもそれを食べに来てくれる人がいない」ということを本当に言いたかったことだと
すると、それは「欲を持った商人が悟る事は、ラクダが針の穴を通るより難しい」などと
いう、一言で的を得た短い例えを使えばそれで充分です。
この項は、「日常生活に忙しくて、修行という晩餐を食べることが出来ない人を、イエ
スが非難している」ように聞こえますが、そのようなことを、イエスが直接的に言うこ
とはありません。それではあまりに当たり前の話ですし、同じ内容のことをこのように
詳しく話す必要はないわけです。
でも、イエスは何か説明の必要があって、このように「何通りもの晩餐に来れない人の
タイプを列挙し、そして、どう誘っても、どう呼び込んでも、やってこない、その呼び
込み方が、しだいに執拗に、強引になって行く様子」を話したかったのでしょう。
これも、マインドの働き方を説明したものだと思われます。前掲のマタイの福音書の
（22:02-22:14）の冒頭に、「天の国は」という言葉が入っています。これはマインドの説
明だった片鱗が残っていると言えます。

マタイの福音書の中で、イエスが「瞑想」や「マインドの働き方」を説明したと思われる箇
所は、すべて「天の国は」から始まっています。そして、前掲マタイの福音書
（22:02-22:14）の冒頭も「天の国は」で始まっているので、この例え話も「瞑想」や「マイン
ドの働き方」について説明した部分だと言えます。

さて、では、イエスはどのようなことを説明しようとして、そして、その説明の例えに、
この晩餐の話をしたのでしょう。何か、どんどん執拗になっていく、エスカレートして
いくことの話のようです。その視点でもう一度読んでみましょう。よく分かります。
マインドは一旦目標を立てると、その目標をなんとか達成しようと、その目標に執着す
ると言う話がポイントです。この「豪華な晩餐」の例えで説明したかったことです。

このように、最初は、晩餐を誰かに食べさせてあげようという優しい気持ちがあったと
しても、誰も来なければ、もはや、その優しさは失せてしまって、どうにかして、準備
したその晩餐を誰かに食べさせようと、そちらの方が目的になってしまうわけです。こ
れは目的を実現するための手段が、さらに目的化されるために起こります。この場合で
すと、「愛とは無償に与える行為だ」とイエスがその前に言ったのを聞いて、「それには
どうすればいいのですか」という質問になり、その流れでこの話が出てきたというわけ
です。
「それにはどうすればいいのですか」「それにはどうすればいいのですか」と説明しても
説明しても、やり方を聞くばかりで、回答していてもキリがありません。
そこで、イエスは、「いいかい。どうすればいいのですか？　また、そのためにはどうす
ればいいのですか？と、次々に聞いて、そして、手段をどんどん目的化していくとだ
ね。それは、別の執拗な欲が発生していることだよ」と言ったのでしょう。

たぶん、弟子の中で、そのように次々に聞いた人が居たということです。だから、イエ
スはこの「盛大な晩餐」の例えを弟子に話したのでしょう。もしかすると、その弟子と
は、トマスが聞いたのかもしれません。
「えっ、無償の愛をしようとしているのに、そうすると、別の執拗な欲が発生している
のですか。イエス様」
「そうだよ。トマス。執拗に聞くというのはそういうことだ」
「えっ、どのように」
「だから、たとえば、『無償の晩餐会を開いて人を呼ぼう』と、最初は考えていても、いつ

の間にか、人を呼ぶことが目的になってしまい、最後は、とにかく、誰でもいいから、
呼んできて食べさせようとするようなものだ。食べさせることが目的になってしまっ
ている。だから、無理矢理でも呼んでくるということになってしまうわけだ」
「えっ、よく分かりませんが」
「じゃぁ、話そう。あるところに、豪華な晩餐を準備して振る舞おうとしていた人が居
た」
「はい」
「ところが、せっかく人を呼んでも、仕事があって行かれないとか、断ってくる。それ
で、僕を使って他の人を呼びに行かせた。でも、その人も断ってくる。で、また、次の人
を呼びに…」
と、第６４項の話をイエスは長々と続けたのでしょう。手段の目的化が進み、「執拗な
欲」が無自覚で立ち上がり、次第に強欲になって行く様子を例えて語ったのだろうと思
います。そうすると、当初の優しい気持ちは失せて、暴力的になっていくわけです。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「無償の愛をしようとして、頑張っていると、それは手段が次々に目的になって、執拗
な欲、強欲になるということですね」
「そうだね」
「じゃぁ、無償の愛をしようとしてはいけないのですか？」
「いや、そんなことはない。無償の愛は良いことだ。ただ、イエスがここで注意している
のは、『良いことをしようとすることが目的になると、それはもはや欲だ』と言っている
わけだ。ああ、そうか、小松茸、なるほど。小松茸が今間違えたのと同じように間違え
る人がいるから、次の話を持ってきて話したのだな。なるほど」
「えっ、どういうことですか？　笑雲先生」
「じゃぁ、説明しよう。いいかい、与えよう、与えようとすることは良いことだが、たと
え良いことであっても、それが目的になると、強欲になるということをイエスは言いた
いのだ」
「はい。笑雲先生」
「執拗な欲は良くない、とね。その執拗な欲が発生する仕組みを理解させようとしてい
たわけだ。でも、弟子が『良いことをしようとしてはいけないのか』みたいな誤解をしそ
うなので、スタートが良いことでも、スタートが悪いことでも関係ない。とにかく、無

自覚の『執拗な欲』が発生することが悪いことなのだと、また、別の、まったく逆の例え
を持ち出してきたわけだ」
「それが、次の項ですか、笑雲先生」
「そうだね」
「では、さっそく、次に行ってみましょう」
…………………………………………………………………………………………………………………
(65)He said, "There was a good man who owned a vineyard. He leased it to tenant 
farmers so that they might work it and he might collect the produce from them. He sent 
his servant so that the tenants might give him the produce of the vineyard. They seized 
his servant and beat him, all but killing him. The servant went back and told his master. 
The master said, 'Perhaps he did not recognize them.' He sent another servant. The 
tenants beat this one as well. Then the owner sent his son and said, 'Perhaps they will 
show respect to my son.' Because the tenants knew that it was he who was the heir to the 
vineyard, they seized him and killed him. Let him who has ears hear."
(65)He said, "A [...] person owned a vineyard and rented it to some farmers, so they could 
work it and he could collect its crop from them. He sent his slave so the farmers would 
give him the vineyard's crop. They grabbed him, beat him, and almost killed him, and the 
slave returned and told his master. His master said, 'Perhaps he didn't know them.' He 
sent another slave, and the farmers beat that one as well. Then the master sent his son 
and said, 'Perhaps they'll show my son some respect.' Because the farmers knew that he 
was the heir to the vineyard, they grabbed him and killed him. Anyone here with two 
ears had better listen!"
(65)彼が言った、「ある良い人がぶどう園を持っていた。彼はそれを農夫たちに与えた。
彼らがそれを耕して、それから収穫を得るためである。彼は僕を送った。ぶどう園の収
穫を出させるためである。彼らが僕をつかまえて、袋だたきにし、ほとんど殺すばかり
にした。僕は帰って、それを主人に言った。主人は言った、『たぶん（彼ら）は（彼）を知ら
なかったのだ』。主人は他の僕を送った。農夫たちは彼をも袋だたきにした。そこで主
人は自分の子を送った。彼は言った、『たぶん彼らは私の子を敬ってくれるであろう』。
ところが農夫たちは、彼がぶどう園の相続人であることを知っていたので、彼をつかま
えて、殺した。耳あるものは聞くがよい」
…………………………………………………………………………………………………………………
この第６５項「ブドウ園の農夫」の話は、共観福音書にも並行箇所があります。マルコの

福音書（12:1-12:8）、マタイの福音書（21:33-21:39）、ルカの福音書（20:9-20:15）です。
どれも似ていますので、ここではルカの福音書から引用しておきましょう。

ルカの福音書（20:9-20:15）
イエスは民衆にこのたとえを話し始められた。

「ある人がぶどう園を作り、これを農夫たちに貸して長い旅に出た。
収穫の時になったので、ぶどう園の収穫を納めさせるために、僕を農夫たちのところへ
送った。ところが、農夫たちはこの僕を袋だたきにして、何も持たせないで追い返し
た。
そこでまた、ほかの僕を送ったが、農夫たちはこの僕をも袋だたきにし、侮辱して何も
持たせないで追い返した。
更に三人目の僕を送ったが、これにも傷を負わせてほうり出した。
そこで、ぶどう園の主人は言った。『どうしようか。わたしの愛する息子を送ってみよ
う。この子ならたぶん敬ってくれるだろう。』
農夫たちは息子を見て、互いに論じ合った。『これは跡取りだ。殺してしまおう。そうす
れば、相続財産は我々のものになる。』
そして、息子をぶどう園の外にほうり出して、殺してしまった。さて、ぶどう園の主人
は農夫たちをどうするだろうか。
戻って来て、この農夫たちを殺し、ぶどう園をほかの人たちに与えるにちがいない。」
彼らはこれを聞いて、「そんなことがあってはなりません」と言った。

さて、トマスの福音書では、第６４項の「盛大な晩餐」の話の次に出てきます。
「盛大な晩餐」では、「晩餐を与えることが、目的になって、執拗な欲になる」話でした。
同じ観点で、この第６５項「ブドウ園の農夫」の話を読むと、今度は、「収穫を取り戻すこ
とが目的になって、それが執拗な欲になる」話です。得たいという欲望がエスカレート
していく様子もよく分かります。
「与える」「供与する」がエスカレートしても、「受け取る」「獲得する」がエスカレートして
も、等しく「執拗な欲」になり、強引な考え、暴力的な考え、行動になります。「供与す
る」を例に、このエスカレートする欲、執拗な欲のことを話したのですが、それでは、
「与えることは悪いことなのか」と誤解しそうな人がいたようなので、イエスは、逆の
「奪う」方の話をしてみせたのでしょう。要点はそこではないということを明確にする
ためです。

要点は、スタートの目的はどうであれ、手段が無自覚に目的化していくと、いったい自
分は何をしているのか、分からなくなりますよということです。
マインドは、常に「自分は何をしているか」知っています。知っているつもりです。で
も、この例えのように、執拗な欲になってくると、いったい自分が何の目的でそれをし
ているのかわからなくなってきて、目の前の目的化した手段を実現するために、今度は
「それを達成すること」を目的に考えてしまっているということになります。
また、このイエスの例えのように、目的を達成するために、そのやり方は無自覚に次第
にエスカレートしていくことにもなります。
マインドのテーブルは次々に生まれてくる「執拗な欲を満たそうとする考え」で一杯に
なってきます。ますます、他のことが考えられなくなってきます。
それは、マインドが目標に向かって暴走していることで、修行者のすることではありま
せん。その点をイエスは説明したいわけです。

「じゃぁ、イエス様、そのような状況に自分のマインドがなってしまったら、どうすれ
ばいいのですか。『執拗な欲』によってあれこれ考えていることが山のように増えて貯
まっていくとしたら」
「なるほど。いいかい、貯まってしまったのではなくて、実は、次々に増やして貯め続け
ているわけだから、元まで戻ることだね。元をしっかり止めておかないと、そのように
山になる」
「そうですか。イエス様。で、どのようにして？」
「だから、マインドを止めておくことだ。ええと、あっ、そうだ。私は、昔、大工をしてい
た。家の家業を手伝っていたわけだ。大工といっても、このあたりの家は、みな石造り
だから、壁は石を積み上げて家を造る」
「はい。そうですね」
「壁は片面では不安定だ。二面を隅石で固定すると安定する。隅の笠石とも頭石ともい
う。要になる石だ。その隅石を外せば、両方の壁は崩れる」
「崩れると、壁を造っていた石が崩れて、ブロックの山になりますね」
「そうだ、そのように、マインドをブロックの山にしないためには、隅石を見つけて
しっかり固定することだ」
と言ったかもしれません。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」

「なんだい、小松茸」
「次の項で、イエスが、そのようなことを言っていますよ」
「えっ、どんなこと」
「隅石のこと」
「そうかい、では、次に行こう」
…………………………………………………………………………………………………………………
(66)Jesus said, "Show me the stone which the builders have rejected. That one is the 
cornerstone."
(66)Jesus said, "Show me the stone that the builders rejected: that is the keystone."
(66)イエスが言った、「家造りらの捨てた石を私に示しなさい。それは隅の頭石である」
…………………………………………………………………………………………………………………
次々に発生している「思考」、それを止めるにはどうすればいいのですかと聞かれたイ
エスは、「元のところを押さえなければ、連鎖は止められない」と説明しました。
「まるで、隅の頭石があれば、二面の壁が安定するようなものだ。崩れたブロックの山
の中から、その隅の頭石を探し出すことだ。そこをちゃんと固定すれば、右面の壁も左
面の壁も、どちらも、みごとに止めることができる。『盛大な晩餐を提供したいという
欲』も、『収穫を獲得したいという欲』も、崩れることはない。つまり、無自覚ではなくな
るということだ。それらが崩れてブロックの山になることはなくなる」
と言いました。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「隅石を見つけることが大切なことは分りましたが、具体的にはどうすればいいのです
か。マインドの思考テーブルに載っているのは、『石』ではなくて、『思考』ですからね。
具体的にはどうすることですか。思考についてですけど」
「そうだね。だから、それをよく観察しなさいってことだね」
「思考を観察する？」
「そうだ。観照するとも言う。どんな思考がどんな状況になっているのか、どう動いて
いるのか、それを観察することだ。『豪華な晩餐』を振る舞おうとしている目的が次々に
手段化していく様子、『ぶどうの収穫』を取り戻そうとしている目的が、次々に手段化し
ていく様子。そのような様子を俯瞰的にすべて見渡すことだ。観察することだ」
「ええと、考えを進めているのは、マインドですよね。笑雲先生」

「そうだね。小松茸」
「だったら、そのマインドを観察する者は、いったい誰ですか？」
「マインドを観察するのは『本来の自分』だな」
「本来の自分？」
「そうだ。『本来の自分』は言葉も使わないし、思考もしない。ただ、見ているだけだ。視
点が『本来の自分』に移ったら、マインドの動きは観察できる。軸足が『本来の自分』に
移ったら、マインドの思考に巻き込まれずに静かに居られる」
「そうですか。マインドと、『本来の自分』は違うということですね」
「そうだね。マインドは、自分が主人だと思っているが、『本来の自分』から見れば、単に
考えるマシンだ。機械だ。だから、マインドを自分自身だと思っている人は、自分がロ
ボットだとは知らないってことだ」
「そうですか。そのような言明が、次の項でありますよ。笑雲先生」
「そうか。では、次に行ってみよう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(67)Jesus said, "If one who knows the all still feels a personal deficiency, he is completely 
deficient."
(67)Jesus said, "Those who know all, but are lacking in themselves, are utterly lacking."
(67)イエスが言った、「すべてを知っていて、自己に欠けている者は、すべてのところに
欠けている」
…………………………………………………………………………………………………………………
マインドが自分自身だと思っていると、どんなに広範囲のことを深く知っていても、
「本来の自分」を知らないということになります。すると、「すべてを知っているつもり
だが、一番大切な根本のところを知らない」ということになるわけです。
そして、その一番肝心なところを、もし知らないのであれば、人生とか、命とか、愛と
か、宇宙について、結局何も知らないのに等しいわけです。
そこで、イエスが、「すべてを知っていて、自己に欠けている者は、すべてのところに欠
けている」と言っているわけです。

逆に言うと、多少知識がなくても、多少理解力がなくても、多少学力がなくても、そん
なことは全然問題ではなくて、「本来の自分」を知っているのであれば、それは、人生
を、命を、愛を、宇宙を知っていることになると言っています。

つまり、イエス流に言えば、
「すべてを知らなくても、自己を満たしている者は、すべてのところに満ちている」
ということになります。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「『本来の自分』になれば、悟れるってことですね」
「そうだね。まぁ、簡単に言うとそういうことだ。同じ意味だ」
「じゃぁ、『本来の自分』には、どうすればなれるのですか」
「なるほど、悟り方だな。いいかい、マインドが『本来の自分』になるわけではない。『本
来の自分』は、もともと在るものだ。だが、マインドが働けば『本来の自分』は隠されてし
まう。そして、自分とはマインドのことだと思ってしまう」
「ですから、笑雲先生、そのマインドがどうやって『本来の自分』を見つけて、どうやっ
て、自分とは『本来の自分』なのだとわかるのですか」
「そのマインドを使って、発見しようとか、どうにかしようとかの発想がそもそもマイ
ンドだ。そうではなくて、マインドが何もしなければ、マインドが消えれば、マインド
が退場すれば、そこに『本来の自分』は在るのだ」
「じゃぁ、眠るのですか」
「いやいや、眠っては分からない。眠ってもマインドは働いている。消えていない。覚め
ていなければ、消えることはできない。覚めていなければ『本来の自分』が在ることはわ
からない」
「じゃぁ、意識不明になるのですか」
「いやいや、意識不明とは、マインドの不調だ。病気だ。そうではなくて、マインドは好
調で健康で、しかも覚めていて、何もしない状態でなければ、『本来の自分』が在ること
がわからない」
「覚めていて、健康で、何もしない？」
「そうだ。そのためには、修行することだ。瞑想することだ」
「なるほど。やはり、その結論になりますね。笑雲先生。いつも」
「それはそうだ。実践しなければ、意味がない。だから、小松茸に言うことは、これしか
ない」
「そうですか。あはははは」
「あはははは、笑ってる場合か。コラッ」



「トマスの福音書」は、１９４５年に、エジプトのナイル川河畔の洞窟に１８５０年以上
も埋もれていた壺の中から奇跡的に発見されました。これは、イエスの言葉だけを記載
してあるもので、「言葉福音書」と呼ばれています。全部で１１４項目ありますが、その
ほとんどが例え話です。一読して何を言いたいのか、良くわからないものが多いのです
が、「それらは、イエスが瞑想や悟りのことを伝えるために、例えを使って話したもの」
と仮定して、では、一体それが具体的に何の例え話であるのかを解説しています。今回
は、その第１０回目です。なお、各センテンスの訳文は、上段、中段、下段の順に
（１）Thomas O. Lambdin　による英訳
（２）Stephen Patterson and Marvin Meyer　による英訳
（３）「トマスによる福音書」（荒井献著・講談社学術文庫）による和訳
の順に記載しています。
…………………………………………………………………………………………………………………
(61) Jesus said, "Two will rest on a bed: the one will die, and the other will live."
Salome said, "Who are you, man, that you ... have come up on my couch and eaten from 
my table?" Jesus said to her, "I am he who exists from the undivided. I was given some of 
the things of my father." "I am your disciple." "Therefore I say, if he is destroyed, he will 
be filled with light, but if he is divided, he will be filled with darkness."
(61) Jesus said, "Two will recline on a couch; one will die, one will live." Salome said, 
"Who are you mister? You have climbed onto my couch and eaten from my table as if 
you are from someone." Jesus said to her, "I am the one who comes from what is whole. I 
was granted from the things of my Father." "I am your disciple." "For this reason I say, if 
one is whole, one will be filled with light, but if one is divided, one will be filled with 
darkness."
(61)イエスが言った、「二人の男が一つ寝台に休んでいるならば、一人が死に、一人が生
きるであろう」。サロメが言った、「あなたは誰なのですか。一人から出たような人よ。
あなたは私の寝台に上ぼり、そして私の食卓から食べました」。イエスが彼女に言った、

「私は同じ者から出た者である。私には父のものが与えられている」。サロメが彼に言っ
た、「私はあなたの弟子です」。イエスが彼女に言った、「それ故に私は言うのである、

『彼が同じであるときに、彼は光で満たされるであろう。しかし、彼が分けられている
ときに、彼は闇で満たされるであろう』」
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…………………………………………………………………………………………………………………
サロメという女性は、このトマス福音書ではここで初めて出てきます。他の福音書で、
サロメという名の女性が何人か登場しますが、イエスの弟子であったと思われるサロ
メは、マルコの福音書に下記のように登場します。
…………………………………………………………………………………………………………………
【マルコ　15:40】
また、婦人たちも遠くから見守っていた。その中には、マグダラのマリア、小ヤコブと
ヨセの母マリア、そしてサロメがいた。
…………………………………………………………………………………………………………………
この一番近しい人が居る状況のところに、サロメもいるわけですから、サロメはとても
イエスに近しい人であると同時に、多分私の感覚では、サロメも、マグダラのマリアと
同じ様に悟っていたのだろうと思います。
そのとても近しい弟子であったサロメが、イエスに向かって次のように言います。
「あなたは誰なのですか。一人から出たような人よ。あなたは私の寝台に上ぼり、そし
て私の食卓から食べました」
サロメはイエスをよく知っています。イエスは修行の先生であり瞑想の先生です。その
サロメが「イエス先生」を前にしてあなたは誰なのですかと聞いています。これはその
前のイエスの言葉を受けての、イエスに向けた質問です。
イエスは、「二人の男が一つ寝台に休んでいるならば、一人が死に、一人が生きるであ
ろう」とサロメに言いました。ですからサロメは、では、先程ベッドに上がったり、食事
をしたりした、あなたは一体どちらの「あなた」なのですかと聞いたわけです。

「二人の男」というのは、今までの解説でお分かりのように、マインドが肉体を統括して
いるいわゆる「人間」と、「本来の自分」、いわゆる「魂」の人です。イエスは「どちらかが生
きている時は、どちらかが死んでいる」と言っています。死んでいるわけではありませ
んが、どちらかが現れていない、消えているということです。イエスがそう言ったので
サロメは、「それでは、さっきのあなたは誰なのですか。悟っている人よ。あなたは私の
寝台に上ぼり、そして私の食卓から食事を食べました」
と聞いたのです。つまり肉体的に動いているわけですから、「あなたは『本来の自分』で
はなく、肉体の『あなた』なのでしょう？」と聞いたのです。
そこでイエスは、「悟っても肉体がある。それは親から貰ったものだ。それはまたこの
世での魂の棲家、宮殿でもある。だが、そこに魂が住んでいなければ、そこは暗い闇だ。

魂がちゃんとそこに存在していれば、宮殿は光り輝くものとなる」と答えました。この
会話は、状況から判断して、イエスとサロメの二人だけのくだけた会話です。ベッドの
上の会話かもしれません。もしかすると、サロメは笑いながらイエスの脇腹をつつきな
がら聞いたかもしれません。

でも、この会話がトマス福音書に残っているということは、はて、どういうことでしょ
うか？　トマスか誰か他の弟子が、このイエスとサロメの二人の会話を盗み聞きして
いたのでしょうか？　しかし、盗み聞きは考えられません。では、この会話の内容を、
トマスや他の弟子は、どうやって知ることができたのでしょう。

イエスが他の弟子に、この話をしたのでしょうか？　サロメとの二人だけで交わされ
た会話を、たとえその中に教えに関連する内容を含んでいたとしても、たぶん、イエス
から他の弟子に言うことはないと思います。でも、その話が、現にトマス福音書に残っ
ているということは、サロメ自身が仲間の弟子達に、「あのね、イエスはこんなことを
言ったよ」と話をしたのだろうと思います。
ルカの福音書　17:34 にも、同じような表現の箇所があります。

「寝室に二人の男が寝ていれば、一人は連れて行かれ、他の一人は残される」
このセンテンスは印象が深いので、仲間からも忘れられずにルカの福音書にも同様に
組み込まれたのだろうと思います。ただし、ルカの福音書のこの言葉についての前後の
説明文は、後から別の人が書き加えたもので、私にとってはまったく意味不明でした。
今回、このトマス福音書のサロメとの会話の中で、同じイエスのセンテンスが出てき
て、私は初めて、このイエスの言葉の言われたシチュエーションや意味が理解できまし
た。
「二人の男が一つ寝台に休んでいるならば、一人が死に、一人が生きるであろう」
悟っても、肉体があるのだから、それが現れているときは、魂は現れていない。ですか
ら、悟っても決して魂だけになって日常を生活しているのではないということです。
悟っても、宮殿である肉体を維持していかなければなりませんから、当然と言えば当然
のことです。

また、このような会話が、弟子たちの間でフランクに気兼ねなくされていたということ
でもあります。当時の修行の仲間は小じんまりした集団で、とても親密な関係だったの
だろうと思います。

その中で、サロメは、「ねぇ、ねぇ、聞いて」って感じで仲間にこの話をしたのかもしれ
ません。
最愛の尊敬する先生であるイエスを、少し面白がっている感じかもしれません。きっ
と、このサロメの話には、弟子達もみんな笑いながら聞いたことでしょう。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「サロメとイエスはどんな関係なのですか」
「資料が少ないので、どんな関係か、はっきりは分からないね。でも、当時の弟子たちは
周知のことだったろうと思うけど」
「イエスは、サロメと一緒に食事をして、一緒にベッドにあがったということですか。
では、愛人、恋人ですか」
「ああ、そうも読めるけど、どうかわからない。ポイントは、それではなく、修行や悟り
の話、愛や欲の話、生や死の話、肉体や魂の話、それらを弟子達に、たくさんしていた
ということだ」
「サロメにもしていたのですか」
「そうだね。問われればイエスは、それを聞きたい人に、場所や時間などに関係なく、ど
んどん話して聞かせていたと思う」
「サロメは、自分でイエスの弟子だと言っていますからね」
「そうだね。弟子には機会を捕えて丁寧に説明していただろうね」
「サロメに語ったその悟りの奥義を、次の項で述べているようですよ」
「おや、そうかい、では、さっそく、次に行こう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(62)Jesus said, "It is to those who are worthy of my mysteries that I tell my mysteries. Do 
not let your left hand know what your right hand is doing."
(62)Jesus said, "I disclose my mysteries to those who are worthy of my mysteries. 
Whatever you right hand does, your left hand should not know what it is doing."
(62)イエスが言った、「私は私の奥義にふさわしい人々に私の奥義を言う。あなたの右
の手がしていることを、あなたの左の手に知らせるな」
…………………………………………………………………………………………………………………
このあたりの項目がこの順番で並んでいることに、意味があると仮定して解説してい

ます。この第６２項も、引き続きイエスがサロメに語った言葉です。次第に、サロメに
話したことの全体像と、イエスの言わんとしていることが見えてきます。イエスの教え
の基本である、「愛」についての深い話が続いているわけです。
「私は私の奥義にふさわしい人々に私の奥義を言う」とイエスが言っている意味は、一
つはサロメがその奥義を受ける人に相応しいということと、もう一つは、これは、イエ
スの根本的な教えだということです。

さて、まず「右の手がしていることを、左の手に知らせるな」の例えですが、この表面的
な意味を理解するために、どのような状況の話か、それを説明します。
昔の露店で物を販売する時に、例えば、右手で鳥や魚の物品を相手に差出し、同時に左
手で金銭を受け取ります。同時に交換するわけです。商品だけ持ち逃げされないためで
す。現代でも、スーパーのレジで物品を販売するときに、右手で商品を押し出して、左
手でお金を要求します。世界中のスーパーのレジのラインもほとんどこの方向になっ
ています。つまり、右手で商品を扱い、左手でお金を扱う名残りです。また、米国映画
の一コマでは、レジの女性が “Return, please”　と言って、お金をなかなか出せない状況
の主人公に、厳しく催促する場面もあります。レジの女性は、右手で品物を持ち逃げさ
れないように押さえたまま、左手で対価を請求します。
つまり、右手は与える方の手、左手は対価を受け取る方の手という意味です。

イエスは、「あなたの右の手がしていることを、あなたの左の手に知らせるな」と言って
います。つまり、与えるだけで、見返りのことを考えるな、見返りを請求するなと言っ
ているわけです。
イエスの教えは愛の教えです。愛は与えることですが、親切や、サービスや、まごころ
など、そのようなものも、与えるだけで、決して、見返りを期待しないことが肝要だと
言っているわけです。無償の愛、それこそが、イエスの教えです。もし、何か少しでも
見返りを期待したら、それは、もう、愛ではなくなります。商売です。ビジネスです。
多分、一緒にベッドに上がったり、食事を共にしたサロメとの話で、愛の提供と金銭の
話になったのかもしれません。
そして、イエスが、「本当の愛はね。いいかい、サロメ、その奥義を教えようか」と言ったの
で、サロメが『これは、重要なお話だ。是非、聞かねば』と思って、「本当の愛とは何です
か？　イエス様。私は、あなたの弟子です。是非、教えてください」と言ったのでしょう。
それを聞いて、イエスは次のように言ったのかもしれません。

「そうか、サロメ。それでは、サロメは私の弟子だから、私は私の奥義にふさわしい人
に、本当の奥義を言おう。それは愛の奥義だ」
「はい、イエス様。愛の奥義ですね。して、その奥義の内容とは？」
「いいかい、その奥義とは、『あなたの右の手がしていることを、あなたの左の手に知ら
せるな』だ」
「ああ、そうですか。与えるだけで、見返りをいっさい要求しないってことですね」
「そうだ。無償の愛、それが私の教えの奥義だ」
と言ったのでしょう。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「サロメは、イエスの愛人、恋人だったかもしれませんが、宿屋の女将だったかもしれ
ませんね」
「そうだね。豊かそうだからね。その両方だった可能性もある。館を構えていたかもし
れない」
「だとしたら、無償の愛と、ビジネスは両立しませんね」
「なるほど。そうだね。イエスに対しては無償だが、他の泊り客や利用客に対してもみ
な無償というわけにはいかない」
「そうすると、お金を儲けることが悪いことなのかどうか、サロメはイエスに聞きたく
なったでしょうね」
「そうだね。そのような金銭についての会話に発展しただろうね」
「笑雲先生、やっぱり次でそのことが話題になっていますよ」
「ほう、そうか、では、さっそく次に行ってみよう」
…………………………………………………………………………………………………………………
(63)Jesus said, "There was a rich man who had much money. He said, 'I shall put my 
money to use so that I may sow, reap, plant, and fill my storehouse with produce, with 
the result that I shall lack nothing.' Such were his intentions, but that same night he died. 
Let him who has ears hear."
(63)Jesus said, "There was a rich person who had a great deal of money. He said, 'I shall 
invest my money so that I may sow, reap, plant, and fill my storehouses with produce, 
that I may lack nothing.' These were the things he was thinking in his heart, but that very 
night he died. Anyone here with two ears had better listen!"

(63)イエスが言った、「ある金持ちが多くの財産を持っていた、彼は言った、『私は私の
財産を利用して、まき、刈り、植えて、私の倉を作物で一杯にしよう。いかなる欠乏に
も悩まされることがないためである』。これが、彼の心の中で考えたことである。そし
て、その夜に彼は死んだ。聞く耳ある者は聞くがよい」
………………………………………………………………………………………………………………… 
「無償の愛」をしながら、「ビジネス」もやっていかなくてはならないとしたら、一体、ど
うすればいいのですかと、サロメはイエスに聞いたのでしょう。それで、このイエスの
言葉に繋がってきます。
イエスは合理的で、優しい人ですから、サロメに対して「ビジネスを放棄しなさい」など
と、無理なことや、無茶なことは言いません。修行の弟子としてのサロメに対して、次
のように言ったのだろうと思います。

「いいかい、サロメ。商売繁盛させることは良いことだ。だが、財産欲はキリがない。例
えば、ある金持ちが多くの財産を持っていた。そして、『私は私の財産を利用して、ま
き、刈り、植えて、私の倉を作物で一杯にしよう』と考えた。まぁ、当然だ。そこまでは
良い。でも、その目的が『いかなる欠乏にも悩まされることがないようにするため』だと
したら、それはキリがない欲だ。強欲だ。その欲は際限がない。止まるところがない。
つまり、その人はいつまでも現在の金銭的裕福さに対して満足することがない。という
ことは、サロメ」
「はい、イエス様」
「そのような強欲を持った途端に、その人は、もう、『愛のある幸福』を生涯、知ることは
できなくなってしまう。つまり、修行的には、終わりだ。ジ、エンド。死んだようなもの
だ」
「はい、イエス様」
「だから、金持ちになろうと思っている人が悟るのは、ラクダが針の穴を通るほど難し
い」
「つまり、百パーセント無理ってことですね。イエス様」
「いいかい、サロメ。だから、その点だけ注意していれば、ビジネスをやっていても悟れ
るってことだ。ビジネスが悪いと言っているわけではない。ビジネスはビジネス。悟り
は悟りだ」
「わかりました。ありがとうございました。イエス様」
という会話だったのでしょう。

この会話は、サロメと二人だけで交わされた会話ではなくて、弟子達の前で、サロメの
質問に答える形で行われた感じがします。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「でも、商売するにしても、悟るにしても、どちらも難しいですね」
「そうだね。とにかく、無意識でいては何をしているのか分からなくなる」
「えっ、どういうことですか？　笑雲先生」
「いいかい、『右手のしていることを左手に知らせるな』とは、つまり、右手のしているこ
とを、自分で知っていないと無理だ。右手が何をしているのか知らないのであれば、そ
れを左手に教えないようにすることも難しい」
「そりゃそうですね。無自覚に右手が動いていたら、それを左手に教えないようにする
しない以前の問題ですからね。右手のしていることさえ分かってないのでは」
「そうだね。どんなことでも、無自覚になりやすい。だから、まず、修行のはじめはそこ
からだ」
「えっ、どこからですか。笑雲先生」
「だから、自分がしていることに気が付くこと。無自覚でないこと。いわゆる観照がで
きること。それがそもそも、最初のステップだね」
「じゃぁ、次の話は、その説明の例えですか」
「そうかもしれない。では、次に行ってみよう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(64)Jesus said, "A man had received visitors. And when he had prepared the dinner, he 
sent his servant to invite the guests.
He went to the first one and said to him, 'My master invites you.' He said, 'I have claims 
against some merchants. They are coming to me this evening. I must go and give them 
my orders. I ask to be excused from the dinner.'
He went to another and said to him, 'My master has invited you.' He said to him, 'I have 
just bought a house and am required for the day. I shall not have any spare time.'
He went to another and said to him, 'My master invites you.' He said to him, 'My friend is 
going to get married, and I am to prepare the banquet. I shall not be able to come. I ask 
to be excused from the dinner.'

He went to another and said to him, 'My master invites you.' He said to him, 'I have just 
bought a farm, and I am on my way to collect the rent. I shall not be able to come. I ask to 
be excused.'
The servant returned and said to his master, 'Those whom you invited to the dinner have 
asked to be excused.' The master said to his servant, 'Go outside to the streets and bring 
back those whom you happen to meet, so that they may dine.' Businessmen and 
merchants will not enter the places of my father."
(64)Jesus said, "A person was receiving guests. When he had prepared the dinner, he 
sent his slave to invite the guests.
The slave went to the first and said to that one, 'My master invites you.' That one said, 
'Some merchants owe me money; they are coming to me tonight. I have to go and give 
them instructions. Please excuse me from dinner.'
The slave went to another and said to that one, 'My master has invited you.' That one said 
to the slave, 'I have bought a house, and I have been called away for a day. I shall have no 
time.'
The slave went to another and said to that one, 'My master invites you.' That one said to 
the slave, 'My friend is to be married, and I am to arrange the banquet. I shall not be able 
to come. Please excuse me from dinner.'
The slave went to another and said to that one, 'My master invites you.' That one said to 
the slave, 'I have bought an estate, and I am going to collect the rent. I shall not be able to 
come. Please excuse me.'
The slave returned and said to his master, 'Those whom you invited to dinner have asked 
to be excused.' The master said to his slave, 'Go out on the streets and bring back 
whomever you find to have dinner.'
Buyers and merchants [will] not enter the places of my Father."
(64)イエスが言った、「ある人が客を待った。そして、彼が晩餐を用意して、客を招くた
めに、彼の僕（しもべ）を送った。僕は最初の人に行って、彼に言った、『私の主人があな
たを招いています』。彼は言った、『私は商人たちに（貸）金をもっています。彼らは今夜
私のところに来るでしょう。私は出て行って、彼らに指図を与えるでしょう。晩餐をお
断りします』。
僕は他の人に行って、言った、『私の主人があなたを招きました』。彼は僕に言った、『私
は家を買いました。人々は一日中私を必要としています。私には時間がないでしょう』

僕は他の人に行って、言った、『私の主人があなたを招いています』。彼は僕に言った、
『私の友人が結婚することになっています。そして、私は祝宴を催すでしょう。私は行
くことができません。晩餐をお断りします』。
僕は他の人に行って、言った、『私の主人があなたを招いています』。彼は僕に言った、

『私は村を買いました。私は行って小作料を受け取らなければなりません。私は行くこ
とができないでしょう。お断りいたします』。
僕は戻り、主人に言った、『あなたが晩餐にお招きになった人々は断りました』。主人は
僕に言った、『道に出て行きなさい。お前が見出した人々を連れてきなさい。彼らが晩
餐にあずかるように。買主や商人は私の父の場所に入らない（であろう）』」
…………………………………………………………………………………………………………………
これはとても長い例え話です。他の共観福音書にも、並行箇所があります。

マタイの福音書（22:02-22:14）
「天の国は、ある王が王子のために婚宴を催したのに似ている。
王は家来たちを送り、婚宴に招いておいた人々を呼ばせたが、来ようとしなかった。
そこでまた、次のように言って、別の家来たちを使いに出した。『招いておいた人々に
こう言いなさい。「食事の用意が整いました。牛や肥えた家畜を屠って、すっかり用意
ができています。さあ、婚宴においでください。」』
しかし、人々はそれを無視し、一人は畑に、一人は商売に出かけ、また、他の人々は王
の家来たちを捕まえて乱暴し、殺してしまった。
そこで、王は怒り、軍隊を送って、この人殺しどもを滅ぼし、その町を焼き払った。
そして、家来たちに言った。『婚宴の用意はできているが、招いておいた人々は、ふさわ
しくなかった。だから、町の大通りに出て、見かけた者はだれでも婚宴に連れて来なさ
い。』
そこで、家来たちは通りに出て行き、見かけた人は善人も悪人も皆集めて来たので、婚
宴は客でいっぱいになった。
王が客を見ようと入って来ると、婚礼の礼服を着ていない者が一人いた。
王は、『友よ、どうして礼服を着ないでここに入って来たのか』と言った。この者が黙っ
ていると、王は側近の者たちに言った。『この男の手足を縛って、外の暗闇にほうり出
せ。そこで泣きわめいて歯ぎしりするだろう。』
招かれる人は多いが、選ばれる人は少ない。」

ルカの福音書（14:16-14:24）
そこで、イエスは言われた。「ある人が盛大な宴会を催そうとして、大勢の人を招き、宴
会の時刻になったので、僕を送り、招いておいた人々に、『もう用意ができましたから、
おいでください』と言わせた。
すると皆、次々に断った。最初の人は、『畑を買ったので、見に行かねばなりません。ど
うか、失礼させてください』と言った。ほかの人は、『牛を二頭ずつ五組買ったので、そ
れを調べに行くところです。どうか、失礼させてください』と言った。
また別の人は、『妻を迎えたばかりなので、行くことができません』と言った。
僕は帰って、このことを主人に報告した。すると、家の主人は怒って、僕に言った。『急
いで町の広場や路地へ出て行き、貧しい人、体の不自由な人、目の見えない人、足の不
自由な人をここに連れて来なさい。』
やがて、僕が、『御主人様、仰せのとおりにいたしましたが、まだ席があります』と言う
と、主人は言った。『通りや小道に出て行き、無理にでも人々を連れて来て、この家を
いっぱいにしてくれ。
言っておくが、あの招かれた人たちの中で、わたしの食事を味わう者は一人もいな
い。』」

これは例え話です。例え話があまりに詳しいので、その例えのことを本当の話かと思っ
てしまいますが、長くてもこれは例え話です。もしイエスがこのように、「晩餐を用意
してもそれを食べに来てくれる人がいない」ということを本当に言いたかったことだと
すると、それは「欲を持った商人が悟る事は、ラクダが針の穴を通るより難しい」などと
いう、一言で的を得た短い例えを使えばそれで充分です。
この項は、「日常生活に忙しくて、修行という晩餐を食べることが出来ない人を、イエ
スが非難している」ように聞こえますが、そのようなことを、イエスが直接的に言うこ
とはありません。それではあまりに当たり前の話ですし、同じ内容のことをこのように
詳しく話す必要はないわけです。
でも、イエスは何か説明の必要があって、このように「何通りもの晩餐に来れない人の
タイプを列挙し、そして、どう誘っても、どう呼び込んでも、やってこない、その呼び
込み方が、しだいに執拗に、強引になって行く様子」を話したかったのでしょう。
これも、マインドの働き方を説明したものだと思われます。前掲のマタイの福音書の
（22:02-22:14）の冒頭に、「天の国は」という言葉が入っています。これはマインドの説
明だった片鱗が残っていると言えます。

マタイの福音書の中で、イエスが「瞑想」や「マインドの働き方」を説明したと思われる箇
所は、すべて「天の国は」から始まっています。そして、前掲マタイの福音書
（22:02-22:14）の冒頭も「天の国は」で始まっているので、この例え話も「瞑想」や「マイン
ドの働き方」について説明した部分だと言えます。

さて、では、イエスはどのようなことを説明しようとして、そして、その説明の例えに、
この晩餐の話をしたのでしょう。何か、どんどん執拗になっていく、エスカレートして
いくことの話のようです。その視点でもう一度読んでみましょう。よく分かります。
マインドは一旦目標を立てると、その目標をなんとか達成しようと、その目標に執着す
ると言う話がポイントです。この「豪華な晩餐」の例えで説明したかったことです。

このように、最初は、晩餐を誰かに食べさせてあげようという優しい気持ちがあったと
しても、誰も来なければ、もはや、その優しさは失せてしまって、どうにかして、準備
したその晩餐を誰かに食べさせようと、そちらの方が目的になってしまうわけです。こ
れは目的を実現するための手段が、さらに目的化されるために起こります。この場合で
すと、「愛とは無償に与える行為だ」とイエスがその前に言ったのを聞いて、「それには
どうすればいいのですか」という質問になり、その流れでこの話が出てきたというわけ
です。
「それにはどうすればいいのですか」「それにはどうすればいいのですか」と説明しても
説明しても、やり方を聞くばかりで、回答していてもキリがありません。
そこで、イエスは、「いいかい。どうすればいいのですか？　また、そのためにはどうす
ればいいのですか？と、次々に聞いて、そして、手段をどんどん目的化していくとだ
ね。それは、別の執拗な欲が発生していることだよ」と言ったのでしょう。

たぶん、弟子の中で、そのように次々に聞いた人が居たということです。だから、イエ
スはこの「盛大な晩餐」の例えを弟子に話したのでしょう。もしかすると、その弟子と
は、トマスが聞いたのかもしれません。
「えっ、無償の愛をしようとしているのに、そうすると、別の執拗な欲が発生している
のですか。イエス様」
「そうだよ。トマス。執拗に聞くというのはそういうことだ」
「えっ、どのように」
「だから、たとえば、『無償の晩餐会を開いて人を呼ぼう』と、最初は考えていても、いつ

の間にか、人を呼ぶことが目的になってしまい、最後は、とにかく、誰でもいいから、
呼んできて食べさせようとするようなものだ。食べさせることが目的になってしまっ
ている。だから、無理矢理でも呼んでくるということになってしまうわけだ」
「えっ、よく分かりませんが」
「じゃぁ、話そう。あるところに、豪華な晩餐を準備して振る舞おうとしていた人が居
た」
「はい」
「ところが、せっかく人を呼んでも、仕事があって行かれないとか、断ってくる。それ
で、僕を使って他の人を呼びに行かせた。でも、その人も断ってくる。で、また、次の人
を呼びに…」
と、第６４項の話をイエスは長々と続けたのでしょう。手段の目的化が進み、「執拗な
欲」が無自覚で立ち上がり、次第に強欲になって行く様子を例えて語ったのだろうと思
います。そうすると、当初の優しい気持ちは失せて、暴力的になっていくわけです。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「無償の愛をしようとして、頑張っていると、それは手段が次々に目的になって、執拗
な欲、強欲になるということですね」
「そうだね」
「じゃぁ、無償の愛をしようとしてはいけないのですか？」
「いや、そんなことはない。無償の愛は良いことだ。ただ、イエスがここで注意している
のは、『良いことをしようとすることが目的になると、それはもはや欲だ』と言っている
わけだ。ああ、そうか、小松茸、なるほど。小松茸が今間違えたのと同じように間違え
る人がいるから、次の話を持ってきて話したのだな。なるほど」
「えっ、どういうことですか？　笑雲先生」
「じゃぁ、説明しよう。いいかい、与えよう、与えようとすることは良いことだが、たと
え良いことであっても、それが目的になると、強欲になるということをイエスは言いた
いのだ」
「はい。笑雲先生」
「執拗な欲は良くない、とね。その執拗な欲が発生する仕組みを理解させようとしてい
たわけだ。でも、弟子が『良いことをしようとしてはいけないのか』みたいな誤解をしそ
うなので、スタートが良いことでも、スタートが悪いことでも関係ない。とにかく、無

自覚の『執拗な欲』が発生することが悪いことなのだと、また、別の、まったく逆の例え
を持ち出してきたわけだ」
「それが、次の項ですか、笑雲先生」
「そうだね」
「では、さっそく、次に行ってみましょう」
…………………………………………………………………………………………………………………
(65)He said, "There was a good man who owned a vineyard. He leased it to tenant 
farmers so that they might work it and he might collect the produce from them. He sent 
his servant so that the tenants might give him the produce of the vineyard. They seized 
his servant and beat him, all but killing him. The servant went back and told his master. 
The master said, 'Perhaps he did not recognize them.' He sent another servant. The 
tenants beat this one as well. Then the owner sent his son and said, 'Perhaps they will 
show respect to my son.' Because the tenants knew that it was he who was the heir to the 
vineyard, they seized him and killed him. Let him who has ears hear."
(65)He said, "A [...] person owned a vineyard and rented it to some farmers, so they could 
work it and he could collect its crop from them. He sent his slave so the farmers would 
give him the vineyard's crop. They grabbed him, beat him, and almost killed him, and the 
slave returned and told his master. His master said, 'Perhaps he didn't know them.' He 
sent another slave, and the farmers beat that one as well. Then the master sent his son 
and said, 'Perhaps they'll show my son some respect.' Because the farmers knew that he 
was the heir to the vineyard, they grabbed him and killed him. Anyone here with two 
ears had better listen!"
(65)彼が言った、「ある良い人がぶどう園を持っていた。彼はそれを農夫たちに与えた。
彼らがそれを耕して、それから収穫を得るためである。彼は僕を送った。ぶどう園の収
穫を出させるためである。彼らが僕をつかまえて、袋だたきにし、ほとんど殺すばかり
にした。僕は帰って、それを主人に言った。主人は言った、『たぶん（彼ら）は（彼）を知ら
なかったのだ』。主人は他の僕を送った。農夫たちは彼をも袋だたきにした。そこで主
人は自分の子を送った。彼は言った、『たぶん彼らは私の子を敬ってくれるであろう』。
ところが農夫たちは、彼がぶどう園の相続人であることを知っていたので、彼をつかま
えて、殺した。耳あるものは聞くがよい」
…………………………………………………………………………………………………………………
この第６５項「ブドウ園の農夫」の話は、共観福音書にも並行箇所があります。マルコの

福音書（12:1-12:8）、マタイの福音書（21:33-21:39）、ルカの福音書（20:9-20:15）です。
どれも似ていますので、ここではルカの福音書から引用しておきましょう。

ルカの福音書（20:9-20:15）
イエスは民衆にこのたとえを話し始められた。

「ある人がぶどう園を作り、これを農夫たちに貸して長い旅に出た。
収穫の時になったので、ぶどう園の収穫を納めさせるために、僕を農夫たちのところへ
送った。ところが、農夫たちはこの僕を袋だたきにして、何も持たせないで追い返し
た。
そこでまた、ほかの僕を送ったが、農夫たちはこの僕をも袋だたきにし、侮辱して何も
持たせないで追い返した。
更に三人目の僕を送ったが、これにも傷を負わせてほうり出した。
そこで、ぶどう園の主人は言った。『どうしようか。わたしの愛する息子を送ってみよ
う。この子ならたぶん敬ってくれるだろう。』
農夫たちは息子を見て、互いに論じ合った。『これは跡取りだ。殺してしまおう。そうす
れば、相続財産は我々のものになる。』
そして、息子をぶどう園の外にほうり出して、殺してしまった。さて、ぶどう園の主人
は農夫たちをどうするだろうか。
戻って来て、この農夫たちを殺し、ぶどう園をほかの人たちに与えるにちがいない。」
彼らはこれを聞いて、「そんなことがあってはなりません」と言った。

さて、トマスの福音書では、第６４項の「盛大な晩餐」の話の次に出てきます。
「盛大な晩餐」では、「晩餐を与えることが、目的になって、執拗な欲になる」話でした。
同じ観点で、この第６５項「ブドウ園の農夫」の話を読むと、今度は、「収穫を取り戻すこ
とが目的になって、それが執拗な欲になる」話です。得たいという欲望がエスカレート
していく様子もよく分かります。
「与える」「供与する」がエスカレートしても、「受け取る」「獲得する」がエスカレートして
も、等しく「執拗な欲」になり、強引な考え、暴力的な考え、行動になります。「供与す
る」を例に、このエスカレートする欲、執拗な欲のことを話したのですが、それでは、
「与えることは悪いことなのか」と誤解しそうな人がいたようなので、イエスは、逆の
「奪う」方の話をしてみせたのでしょう。要点はそこではないということを明確にする
ためです。

要点は、スタートの目的はどうであれ、手段が無自覚に目的化していくと、いったい自
分は何をしているのか、分からなくなりますよということです。
マインドは、常に「自分は何をしているか」知っています。知っているつもりです。で
も、この例えのように、執拗な欲になってくると、いったい自分が何の目的でそれをし
ているのかわからなくなってきて、目の前の目的化した手段を実現するために、今度は
「それを達成すること」を目的に考えてしまっているということになります。
また、このイエスの例えのように、目的を達成するために、そのやり方は無自覚に次第
にエスカレートしていくことにもなります。
マインドのテーブルは次々に生まれてくる「執拗な欲を満たそうとする考え」で一杯に
なってきます。ますます、他のことが考えられなくなってきます。
それは、マインドが目標に向かって暴走していることで、修行者のすることではありま
せん。その点をイエスは説明したいわけです。

「じゃぁ、イエス様、そのような状況に自分のマインドがなってしまったら、どうすれ
ばいいのですか。『執拗な欲』によってあれこれ考えていることが山のように増えて貯
まっていくとしたら」
「なるほど。いいかい、貯まってしまったのではなくて、実は、次々に増やして貯め続け
ているわけだから、元まで戻ることだね。元をしっかり止めておかないと、そのように
山になる」
「そうですか。イエス様。で、どのようにして？」
「だから、マインドを止めておくことだ。ええと、あっ、そうだ。私は、昔、大工をしてい
た。家の家業を手伝っていたわけだ。大工といっても、このあたりの家は、みな石造り
だから、壁は石を積み上げて家を造る」
「はい。そうですね」
「壁は片面では不安定だ。二面を隅石で固定すると安定する。隅の笠石とも頭石ともい
う。要になる石だ。その隅石を外せば、両方の壁は崩れる」
「崩れると、壁を造っていた石が崩れて、ブロックの山になりますね」
「そうだ、そのように、マインドをブロックの山にしないためには、隅石を見つけて
しっかり固定することだ」
と言ったかもしれません。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」

「なんだい、小松茸」
「次の項で、イエスが、そのようなことを言っていますよ」
「えっ、どんなこと」
「隅石のこと」
「そうかい、では、次に行こう」
…………………………………………………………………………………………………………………
(66)Jesus said, "Show me the stone which the builders have rejected. That one is the 
cornerstone."
(66)Jesus said, "Show me the stone that the builders rejected: that is the keystone."
(66)イエスが言った、「家造りらの捨てた石を私に示しなさい。それは隅の頭石である」
…………………………………………………………………………………………………………………
次々に発生している「思考」、それを止めるにはどうすればいいのですかと聞かれたイ
エスは、「元のところを押さえなければ、連鎖は止められない」と説明しました。
「まるで、隅の頭石があれば、二面の壁が安定するようなものだ。崩れたブロックの山
の中から、その隅の頭石を探し出すことだ。そこをちゃんと固定すれば、右面の壁も左
面の壁も、どちらも、みごとに止めることができる。『盛大な晩餐を提供したいという
欲』も、『収穫を獲得したいという欲』も、崩れることはない。つまり、無自覚ではなくな
るということだ。それらが崩れてブロックの山になることはなくなる」
と言いました。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「隅石を見つけることが大切なことは分りましたが、具体的にはどうすればいいのです
か。マインドの思考テーブルに載っているのは、『石』ではなくて、『思考』ですからね。
具体的にはどうすることですか。思考についてですけど」
「そうだね。だから、それをよく観察しなさいってことだね」
「思考を観察する？」
「そうだ。観照するとも言う。どんな思考がどんな状況になっているのか、どう動いて
いるのか、それを観察することだ。『豪華な晩餐』を振る舞おうとしている目的が次々に
手段化していく様子、『ぶどうの収穫』を取り戻そうとしている目的が、次々に手段化し
ていく様子。そのような様子を俯瞰的にすべて見渡すことだ。観察することだ」
「ええと、考えを進めているのは、マインドですよね。笑雲先生」

「そうだね。小松茸」
「だったら、そのマインドを観察する者は、いったい誰ですか？」
「マインドを観察するのは『本来の自分』だな」
「本来の自分？」
「そうだ。『本来の自分』は言葉も使わないし、思考もしない。ただ、見ているだけだ。視
点が『本来の自分』に移ったら、マインドの動きは観察できる。軸足が『本来の自分』に
移ったら、マインドの思考に巻き込まれずに静かに居られる」
「そうですか。マインドと、『本来の自分』は違うということですね」
「そうだね。マインドは、自分が主人だと思っているが、『本来の自分』から見れば、単に
考えるマシンだ。機械だ。だから、マインドを自分自身だと思っている人は、自分がロ
ボットだとは知らないってことだ」
「そうですか。そのような言明が、次の項でありますよ。笑雲先生」
「そうか。では、次に行ってみよう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(67)Jesus said, "If one who knows the all still feels a personal deficiency, he is completely 
deficient."
(67)Jesus said, "Those who know all, but are lacking in themselves, are utterly lacking."
(67)イエスが言った、「すべてを知っていて、自己に欠けている者は、すべてのところに
欠けている」
…………………………………………………………………………………………………………………
マインドが自分自身だと思っていると、どんなに広範囲のことを深く知っていても、
「本来の自分」を知らないということになります。すると、「すべてを知っているつもり
だが、一番大切な根本のところを知らない」ということになるわけです。
そして、その一番肝心なところを、もし知らないのであれば、人生とか、命とか、愛と
か、宇宙について、結局何も知らないのに等しいわけです。
そこで、イエスが、「すべてを知っていて、自己に欠けている者は、すべてのところに欠
けている」と言っているわけです。

逆に言うと、多少知識がなくても、多少理解力がなくても、多少学力がなくても、そん
なことは全然問題ではなくて、「本来の自分」を知っているのであれば、それは、人生
を、命を、愛を、宇宙を知っていることになると言っています。

つまり、イエス流に言えば、
「すべてを知らなくても、自己を満たしている者は、すべてのところに満ちている」
ということになります。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「『本来の自分』になれば、悟れるってことですね」
「そうだね。まぁ、簡単に言うとそういうことだ。同じ意味だ」
「じゃぁ、『本来の自分』には、どうすればなれるのですか」
「なるほど、悟り方だな。いいかい、マインドが『本来の自分』になるわけではない。『本
来の自分』は、もともと在るものだ。だが、マインドが働けば『本来の自分』は隠されてし
まう。そして、自分とはマインドのことだと思ってしまう」
「ですから、笑雲先生、そのマインドがどうやって『本来の自分』を見つけて、どうやっ
て、自分とは『本来の自分』なのだとわかるのですか」
「そのマインドを使って、発見しようとか、どうにかしようとかの発想がそもそもマイ
ンドだ。そうではなくて、マインドが何もしなければ、マインドが消えれば、マインド
が退場すれば、そこに『本来の自分』は在るのだ」
「じゃぁ、眠るのですか」
「いやいや、眠っては分からない。眠ってもマインドは働いている。消えていない。覚め
ていなければ、消えることはできない。覚めていなければ『本来の自分』が在ることはわ
からない」
「じゃぁ、意識不明になるのですか」
「いやいや、意識不明とは、マインドの不調だ。病気だ。そうではなくて、マインドは好
調で健康で、しかも覚めていて、何もしない状態でなければ、『本来の自分』が在ること
がわからない」
「覚めていて、健康で、何もしない？」
「そうだ。そのためには、修行することだ。瞑想することだ」
「なるほど。やはり、その結論になりますね。笑雲先生。いつも」
「それはそうだ。実践しなければ、意味がない。だから、小松茸に言うことは、これしか
ない」
「そうですか。あはははは」
「あはははは、笑ってる場合か。コラッ」



「トマスの福音書」は、１９４５年に、エジプトのナイル川河畔の洞窟に１８５０年以上
も埋もれていた壺の中から奇跡的に発見されました。これは、イエスの言葉だけを記載
してあるもので、「言葉福音書」と呼ばれています。全部で１１４項目ありますが、その
ほとんどが例え話です。一読して何を言いたいのか、良くわからないものが多いのです
が、「それらは、イエスが瞑想や悟りのことを伝えるために、例えを使って話したもの」
と仮定して、では、一体それが具体的に何の例え話であるのかを解説しています。今回
は、その第１０回目です。なお、各センテンスの訳文は、上段、中段、下段の順に
（１）Thomas O. Lambdin　による英訳
（２）Stephen Patterson and Marvin Meyer　による英訳
（３）「トマスによる福音書」（荒井献著・講談社学術文庫）による和訳
の順に記載しています。
…………………………………………………………………………………………………………………
(61) Jesus said, "Two will rest on a bed: the one will die, and the other will live."
Salome said, "Who are you, man, that you ... have come up on my couch and eaten from 
my table?" Jesus said to her, "I am he who exists from the undivided. I was given some of 
the things of my father." "I am your disciple." "Therefore I say, if he is destroyed, he will 
be filled with light, but if he is divided, he will be filled with darkness."
(61) Jesus said, "Two will recline on a couch; one will die, one will live." Salome said, 
"Who are you mister? You have climbed onto my couch and eaten from my table as if 
you are from someone." Jesus said to her, "I am the one who comes from what is whole. I 
was granted from the things of my Father." "I am your disciple." "For this reason I say, if 
one is whole, one will be filled with light, but if one is divided, one will be filled with 
darkness."
(61)イエスが言った、「二人の男が一つ寝台に休んでいるならば、一人が死に、一人が生
きるであろう」。サロメが言った、「あなたは誰なのですか。一人から出たような人よ。
あなたは私の寝台に上ぼり、そして私の食卓から食べました」。イエスが彼女に言った、

「私は同じ者から出た者である。私には父のものが与えられている」。サロメが彼に言っ
た、「私はあなたの弟子です」。イエスが彼女に言った、「それ故に私は言うのである、

『彼が同じであるときに、彼は光で満たされるであろう。しかし、彼が分けられている
ときに、彼は闇で満たされるであろう』」
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…………………………………………………………………………………………………………………
サロメという女性は、このトマス福音書ではここで初めて出てきます。他の福音書で、
サロメという名の女性が何人か登場しますが、イエスの弟子であったと思われるサロ
メは、マルコの福音書に下記のように登場します。
…………………………………………………………………………………………………………………
【マルコ　15:40】
また、婦人たちも遠くから見守っていた。その中には、マグダラのマリア、小ヤコブと
ヨセの母マリア、そしてサロメがいた。
…………………………………………………………………………………………………………………
この一番近しい人が居る状況のところに、サロメもいるわけですから、サロメはとても
イエスに近しい人であると同時に、多分私の感覚では、サロメも、マグダラのマリアと
同じ様に悟っていたのだろうと思います。
そのとても近しい弟子であったサロメが、イエスに向かって次のように言います。
「あなたは誰なのですか。一人から出たような人よ。あなたは私の寝台に上ぼり、そし
て私の食卓から食べました」
サロメはイエスをよく知っています。イエスは修行の先生であり瞑想の先生です。その
サロメが「イエス先生」を前にしてあなたは誰なのですかと聞いています。これはその
前のイエスの言葉を受けての、イエスに向けた質問です。
イエスは、「二人の男が一つ寝台に休んでいるならば、一人が死に、一人が生きるであ
ろう」とサロメに言いました。ですからサロメは、では、先程ベッドに上がったり、食事
をしたりした、あなたは一体どちらの「あなた」なのですかと聞いたわけです。

「二人の男」というのは、今までの解説でお分かりのように、マインドが肉体を統括して
いるいわゆる「人間」と、「本来の自分」、いわゆる「魂」の人です。イエスは「どちらかが生
きている時は、どちらかが死んでいる」と言っています。死んでいるわけではありませ
んが、どちらかが現れていない、消えているということです。イエスがそう言ったので
サロメは、「それでは、さっきのあなたは誰なのですか。悟っている人よ。あなたは私の
寝台に上ぼり、そして私の食卓から食事を食べました」
と聞いたのです。つまり肉体的に動いているわけですから、「あなたは『本来の自分』で
はなく、肉体の『あなた』なのでしょう？」と聞いたのです。
そこでイエスは、「悟っても肉体がある。それは親から貰ったものだ。それはまたこの
世での魂の棲家、宮殿でもある。だが、そこに魂が住んでいなければ、そこは暗い闇だ。

魂がちゃんとそこに存在していれば、宮殿は光り輝くものとなる」と答えました。この
会話は、状況から判断して、イエスとサロメの二人だけのくだけた会話です。ベッドの
上の会話かもしれません。もしかすると、サロメは笑いながらイエスの脇腹をつつきな
がら聞いたかもしれません。

でも、この会話がトマス福音書に残っているということは、はて、どういうことでしょ
うか？　トマスか誰か他の弟子が、このイエスとサロメの二人の会話を盗み聞きして
いたのでしょうか？　しかし、盗み聞きは考えられません。では、この会話の内容を、
トマスや他の弟子は、どうやって知ることができたのでしょう。

イエスが他の弟子に、この話をしたのでしょうか？　サロメとの二人だけで交わされ
た会話を、たとえその中に教えに関連する内容を含んでいたとしても、たぶん、イエス
から他の弟子に言うことはないと思います。でも、その話が、現にトマス福音書に残っ
ているということは、サロメ自身が仲間の弟子達に、「あのね、イエスはこんなことを
言ったよ」と話をしたのだろうと思います。
ルカの福音書　17:34 にも、同じような表現の箇所があります。

「寝室に二人の男が寝ていれば、一人は連れて行かれ、他の一人は残される」
このセンテンスは印象が深いので、仲間からも忘れられずにルカの福音書にも同様に
組み込まれたのだろうと思います。ただし、ルカの福音書のこの言葉についての前後の
説明文は、後から別の人が書き加えたもので、私にとってはまったく意味不明でした。
今回、このトマス福音書のサロメとの会話の中で、同じイエスのセンテンスが出てき
て、私は初めて、このイエスの言葉の言われたシチュエーションや意味が理解できまし
た。
「二人の男が一つ寝台に休んでいるならば、一人が死に、一人が生きるであろう」
悟っても、肉体があるのだから、それが現れているときは、魂は現れていない。ですか
ら、悟っても決して魂だけになって日常を生活しているのではないということです。
悟っても、宮殿である肉体を維持していかなければなりませんから、当然と言えば当然
のことです。

また、このような会話が、弟子たちの間でフランクに気兼ねなくされていたということ
でもあります。当時の修行の仲間は小じんまりした集団で、とても親密な関係だったの
だろうと思います。

その中で、サロメは、「ねぇ、ねぇ、聞いて」って感じで仲間にこの話をしたのかもしれ
ません。
最愛の尊敬する先生であるイエスを、少し面白がっている感じかもしれません。きっ
と、このサロメの話には、弟子達もみんな笑いながら聞いたことでしょう。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「サロメとイエスはどんな関係なのですか」
「資料が少ないので、どんな関係か、はっきりは分からないね。でも、当時の弟子たちは
周知のことだったろうと思うけど」
「イエスは、サロメと一緒に食事をして、一緒にベッドにあがったということですか。
では、愛人、恋人ですか」
「ああ、そうも読めるけど、どうかわからない。ポイントは、それではなく、修行や悟り
の話、愛や欲の話、生や死の話、肉体や魂の話、それらを弟子達に、たくさんしていた
ということだ」
「サロメにもしていたのですか」
「そうだね。問われればイエスは、それを聞きたい人に、場所や時間などに関係なく、ど
んどん話して聞かせていたと思う」
「サロメは、自分でイエスの弟子だと言っていますからね」
「そうだね。弟子には機会を捕えて丁寧に説明していただろうね」
「サロメに語ったその悟りの奥義を、次の項で述べているようですよ」
「おや、そうかい、では、さっそく、次に行こう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(62)Jesus said, "It is to those who are worthy of my mysteries that I tell my mysteries. Do 
not let your left hand know what your right hand is doing."
(62)Jesus said, "I disclose my mysteries to those who are worthy of my mysteries. 
Whatever you right hand does, your left hand should not know what it is doing."
(62)イエスが言った、「私は私の奥義にふさわしい人々に私の奥義を言う。あなたの右
の手がしていることを、あなたの左の手に知らせるな」
…………………………………………………………………………………………………………………
このあたりの項目がこの順番で並んでいることに、意味があると仮定して解説してい

ます。この第６２項も、引き続きイエスがサロメに語った言葉です。次第に、サロメに
話したことの全体像と、イエスの言わんとしていることが見えてきます。イエスの教え
の基本である、「愛」についての深い話が続いているわけです。
「私は私の奥義にふさわしい人々に私の奥義を言う」とイエスが言っている意味は、一
つはサロメがその奥義を受ける人に相応しいということと、もう一つは、これは、イエ
スの根本的な教えだということです。

さて、まず「右の手がしていることを、左の手に知らせるな」の例えですが、この表面的
な意味を理解するために、どのような状況の話か、それを説明します。
昔の露店で物を販売する時に、例えば、右手で鳥や魚の物品を相手に差出し、同時に左
手で金銭を受け取ります。同時に交換するわけです。商品だけ持ち逃げされないためで
す。現代でも、スーパーのレジで物品を販売するときに、右手で商品を押し出して、左
手でお金を要求します。世界中のスーパーのレジのラインもほとんどこの方向になっ
ています。つまり、右手で商品を扱い、左手でお金を扱う名残りです。また、米国映画
の一コマでは、レジの女性が “Return, please”　と言って、お金をなかなか出せない状況
の主人公に、厳しく催促する場面もあります。レジの女性は、右手で品物を持ち逃げさ
れないように押さえたまま、左手で対価を請求します。
つまり、右手は与える方の手、左手は対価を受け取る方の手という意味です。

イエスは、「あなたの右の手がしていることを、あなたの左の手に知らせるな」と言って
います。つまり、与えるだけで、見返りのことを考えるな、見返りを請求するなと言っ
ているわけです。
イエスの教えは愛の教えです。愛は与えることですが、親切や、サービスや、まごころ
など、そのようなものも、与えるだけで、決して、見返りを期待しないことが肝要だと
言っているわけです。無償の愛、それこそが、イエスの教えです。もし、何か少しでも
見返りを期待したら、それは、もう、愛ではなくなります。商売です。ビジネスです。
多分、一緒にベッドに上がったり、食事を共にしたサロメとの話で、愛の提供と金銭の
話になったのかもしれません。
そして、イエスが、「本当の愛はね。いいかい、サロメ、その奥義を教えようか」と言ったの
で、サロメが『これは、重要なお話だ。是非、聞かねば』と思って、「本当の愛とは何です
か？　イエス様。私は、あなたの弟子です。是非、教えてください」と言ったのでしょう。
それを聞いて、イエスは次のように言ったのかもしれません。

「そうか、サロメ。それでは、サロメは私の弟子だから、私は私の奥義にふさわしい人
に、本当の奥義を言おう。それは愛の奥義だ」
「はい、イエス様。愛の奥義ですね。して、その奥義の内容とは？」
「いいかい、その奥義とは、『あなたの右の手がしていることを、あなたの左の手に知ら
せるな』だ」
「ああ、そうですか。与えるだけで、見返りをいっさい要求しないってことですね」
「そうだ。無償の愛、それが私の教えの奥義だ」
と言ったのでしょう。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「サロメは、イエスの愛人、恋人だったかもしれませんが、宿屋の女将だったかもしれ
ませんね」
「そうだね。豊かそうだからね。その両方だった可能性もある。館を構えていたかもし
れない」
「だとしたら、無償の愛と、ビジネスは両立しませんね」
「なるほど。そうだね。イエスに対しては無償だが、他の泊り客や利用客に対してもみ
な無償というわけにはいかない」
「そうすると、お金を儲けることが悪いことなのかどうか、サロメはイエスに聞きたく
なったでしょうね」
「そうだね。そのような金銭についての会話に発展しただろうね」
「笑雲先生、やっぱり次でそのことが話題になっていますよ」
「ほう、そうか、では、さっそく次に行ってみよう」
…………………………………………………………………………………………………………………
(63)Jesus said, "There was a rich man who had much money. He said, 'I shall put my 
money to use so that I may sow, reap, plant, and fill my storehouse with produce, with 
the result that I shall lack nothing.' Such were his intentions, but that same night he died. 
Let him who has ears hear."
(63)Jesus said, "There was a rich person who had a great deal of money. He said, 'I shall 
invest my money so that I may sow, reap, plant, and fill my storehouses with produce, 
that I may lack nothing.' These were the things he was thinking in his heart, but that very 
night he died. Anyone here with two ears had better listen!"

(63)イエスが言った、「ある金持ちが多くの財産を持っていた、彼は言った、『私は私の
財産を利用して、まき、刈り、植えて、私の倉を作物で一杯にしよう。いかなる欠乏に
も悩まされることがないためである』。これが、彼の心の中で考えたことである。そし
て、その夜に彼は死んだ。聞く耳ある者は聞くがよい」
………………………………………………………………………………………………………………… 
「無償の愛」をしながら、「ビジネス」もやっていかなくてはならないとしたら、一体、ど
うすればいいのですかと、サロメはイエスに聞いたのでしょう。それで、このイエスの
言葉に繋がってきます。
イエスは合理的で、優しい人ですから、サロメに対して「ビジネスを放棄しなさい」など
と、無理なことや、無茶なことは言いません。修行の弟子としてのサロメに対して、次
のように言ったのだろうと思います。

「いいかい、サロメ。商売繁盛させることは良いことだ。だが、財産欲はキリがない。例
えば、ある金持ちが多くの財産を持っていた。そして、『私は私の財産を利用して、ま
き、刈り、植えて、私の倉を作物で一杯にしよう』と考えた。まぁ、当然だ。そこまでは
良い。でも、その目的が『いかなる欠乏にも悩まされることがないようにするため』だと
したら、それはキリがない欲だ。強欲だ。その欲は際限がない。止まるところがない。
つまり、その人はいつまでも現在の金銭的裕福さに対して満足することがない。という
ことは、サロメ」
「はい、イエス様」
「そのような強欲を持った途端に、その人は、もう、『愛のある幸福』を生涯、知ることは
できなくなってしまう。つまり、修行的には、終わりだ。ジ、エンド。死んだようなもの
だ」
「はい、イエス様」
「だから、金持ちになろうと思っている人が悟るのは、ラクダが針の穴を通るほど難し
い」
「つまり、百パーセント無理ってことですね。イエス様」
「いいかい、サロメ。だから、その点だけ注意していれば、ビジネスをやっていても悟れ
るってことだ。ビジネスが悪いと言っているわけではない。ビジネスはビジネス。悟り
は悟りだ」
「わかりました。ありがとうございました。イエス様」
という会話だったのでしょう。

この会話は、サロメと二人だけで交わされた会話ではなくて、弟子達の前で、サロメの
質問に答える形で行われた感じがします。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「でも、商売するにしても、悟るにしても、どちらも難しいですね」
「そうだね。とにかく、無意識でいては何をしているのか分からなくなる」
「えっ、どういうことですか？　笑雲先生」
「いいかい、『右手のしていることを左手に知らせるな』とは、つまり、右手のしているこ
とを、自分で知っていないと無理だ。右手が何をしているのか知らないのであれば、そ
れを左手に教えないようにすることも難しい」
「そりゃそうですね。無自覚に右手が動いていたら、それを左手に教えないようにする
しない以前の問題ですからね。右手のしていることさえ分かってないのでは」
「そうだね。どんなことでも、無自覚になりやすい。だから、まず、修行のはじめはそこ
からだ」
「えっ、どこからですか。笑雲先生」
「だから、自分がしていることに気が付くこと。無自覚でないこと。いわゆる観照がで
きること。それがそもそも、最初のステップだね」
「じゃぁ、次の話は、その説明の例えですか」
「そうかもしれない。では、次に行ってみよう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(64)Jesus said, "A man had received visitors. And when he had prepared the dinner, he 
sent his servant to invite the guests.
He went to the first one and said to him, 'My master invites you.' He said, 'I have claims 
against some merchants. They are coming to me this evening. I must go and give them 
my orders. I ask to be excused from the dinner.'
He went to another and said to him, 'My master has invited you.' He said to him, 'I have 
just bought a house and am required for the day. I shall not have any spare time.'
He went to another and said to him, 'My master invites you.' He said to him, 'My friend is 
going to get married, and I am to prepare the banquet. I shall not be able to come. I ask 
to be excused from the dinner.'

He went to another and said to him, 'My master invites you.' He said to him, 'I have just 
bought a farm, and I am on my way to collect the rent. I shall not be able to come. I ask to 
be excused.'
The servant returned and said to his master, 'Those whom you invited to the dinner have 
asked to be excused.' The master said to his servant, 'Go outside to the streets and bring 
back those whom you happen to meet, so that they may dine.' Businessmen and 
merchants will not enter the places of my father."
(64)Jesus said, "A person was receiving guests. When he had prepared the dinner, he 
sent his slave to invite the guests.
The slave went to the first and said to that one, 'My master invites you.' That one said, 
'Some merchants owe me money; they are coming to me tonight. I have to go and give 
them instructions. Please excuse me from dinner.'
The slave went to another and said to that one, 'My master has invited you.' That one said 
to the slave, 'I have bought a house, and I have been called away for a day. I shall have no 
time.'
The slave went to another and said to that one, 'My master invites you.' That one said to 
the slave, 'My friend is to be married, and I am to arrange the banquet. I shall not be able 
to come. Please excuse me from dinner.'
The slave went to another and said to that one, 'My master invites you.' That one said to 
the slave, 'I have bought an estate, and I am going to collect the rent. I shall not be able to 
come. Please excuse me.'
The slave returned and said to his master, 'Those whom you invited to dinner have asked 
to be excused.' The master said to his slave, 'Go out on the streets and bring back 
whomever you find to have dinner.'
Buyers and merchants [will] not enter the places of my Father."
(64)イエスが言った、「ある人が客を待った。そして、彼が晩餐を用意して、客を招くた
めに、彼の僕（しもべ）を送った。僕は最初の人に行って、彼に言った、『私の主人があな
たを招いています』。彼は言った、『私は商人たちに（貸）金をもっています。彼らは今夜
私のところに来るでしょう。私は出て行って、彼らに指図を与えるでしょう。晩餐をお
断りします』。
僕は他の人に行って、言った、『私の主人があなたを招きました』。彼は僕に言った、『私
は家を買いました。人々は一日中私を必要としています。私には時間がないでしょう』

僕は他の人に行って、言った、『私の主人があなたを招いています』。彼は僕に言った、
『私の友人が結婚することになっています。そして、私は祝宴を催すでしょう。私は行
くことができません。晩餐をお断りします』。
僕は他の人に行って、言った、『私の主人があなたを招いています』。彼は僕に言った、

『私は村を買いました。私は行って小作料を受け取らなければなりません。私は行くこ
とができないでしょう。お断りいたします』。
僕は戻り、主人に言った、『あなたが晩餐にお招きになった人々は断りました』。主人は
僕に言った、『道に出て行きなさい。お前が見出した人々を連れてきなさい。彼らが晩
餐にあずかるように。買主や商人は私の父の場所に入らない（であろう）』」
…………………………………………………………………………………………………………………
これはとても長い例え話です。他の共観福音書にも、並行箇所があります。

マタイの福音書（22:02-22:14）
「天の国は、ある王が王子のために婚宴を催したのに似ている。
王は家来たちを送り、婚宴に招いておいた人々を呼ばせたが、来ようとしなかった。
そこでまた、次のように言って、別の家来たちを使いに出した。『招いておいた人々に
こう言いなさい。「食事の用意が整いました。牛や肥えた家畜を屠って、すっかり用意
ができています。さあ、婚宴においでください。」』
しかし、人々はそれを無視し、一人は畑に、一人は商売に出かけ、また、他の人々は王
の家来たちを捕まえて乱暴し、殺してしまった。
そこで、王は怒り、軍隊を送って、この人殺しどもを滅ぼし、その町を焼き払った。
そして、家来たちに言った。『婚宴の用意はできているが、招いておいた人々は、ふさわ
しくなかった。だから、町の大通りに出て、見かけた者はだれでも婚宴に連れて来なさ
い。』
そこで、家来たちは通りに出て行き、見かけた人は善人も悪人も皆集めて来たので、婚
宴は客でいっぱいになった。
王が客を見ようと入って来ると、婚礼の礼服を着ていない者が一人いた。
王は、『友よ、どうして礼服を着ないでここに入って来たのか』と言った。この者が黙っ
ていると、王は側近の者たちに言った。『この男の手足を縛って、外の暗闇にほうり出
せ。そこで泣きわめいて歯ぎしりするだろう。』
招かれる人は多いが、選ばれる人は少ない。」

ルカの福音書（14:16-14:24）
そこで、イエスは言われた。「ある人が盛大な宴会を催そうとして、大勢の人を招き、宴
会の時刻になったので、僕を送り、招いておいた人々に、『もう用意ができましたから、
おいでください』と言わせた。
すると皆、次々に断った。最初の人は、『畑を買ったので、見に行かねばなりません。ど
うか、失礼させてください』と言った。ほかの人は、『牛を二頭ずつ五組買ったので、そ
れを調べに行くところです。どうか、失礼させてください』と言った。
また別の人は、『妻を迎えたばかりなので、行くことができません』と言った。
僕は帰って、このことを主人に報告した。すると、家の主人は怒って、僕に言った。『急
いで町の広場や路地へ出て行き、貧しい人、体の不自由な人、目の見えない人、足の不
自由な人をここに連れて来なさい。』
やがて、僕が、『御主人様、仰せのとおりにいたしましたが、まだ席があります』と言う
と、主人は言った。『通りや小道に出て行き、無理にでも人々を連れて来て、この家を
いっぱいにしてくれ。
言っておくが、あの招かれた人たちの中で、わたしの食事を味わう者は一人もいな
い。』」

これは例え話です。例え話があまりに詳しいので、その例えのことを本当の話かと思っ
てしまいますが、長くてもこれは例え話です。もしイエスがこのように、「晩餐を用意
してもそれを食べに来てくれる人がいない」ということを本当に言いたかったことだと
すると、それは「欲を持った商人が悟る事は、ラクダが針の穴を通るより難しい」などと
いう、一言で的を得た短い例えを使えばそれで充分です。
この項は、「日常生活に忙しくて、修行という晩餐を食べることが出来ない人を、イエ
スが非難している」ように聞こえますが、そのようなことを、イエスが直接的に言うこ
とはありません。それではあまりに当たり前の話ですし、同じ内容のことをこのように
詳しく話す必要はないわけです。
でも、イエスは何か説明の必要があって、このように「何通りもの晩餐に来れない人の
タイプを列挙し、そして、どう誘っても、どう呼び込んでも、やってこない、その呼び
込み方が、しだいに執拗に、強引になって行く様子」を話したかったのでしょう。
これも、マインドの働き方を説明したものだと思われます。前掲のマタイの福音書の
（22:02-22:14）の冒頭に、「天の国は」という言葉が入っています。これはマインドの説
明だった片鱗が残っていると言えます。

マタイの福音書の中で、イエスが「瞑想」や「マインドの働き方」を説明したと思われる箇
所は、すべて「天の国は」から始まっています。そして、前掲マタイの福音書
（22:02-22:14）の冒頭も「天の国は」で始まっているので、この例え話も「瞑想」や「マイン
ドの働き方」について説明した部分だと言えます。

さて、では、イエスはどのようなことを説明しようとして、そして、その説明の例えに、
この晩餐の話をしたのでしょう。何か、どんどん執拗になっていく、エスカレートして
いくことの話のようです。その視点でもう一度読んでみましょう。よく分かります。
マインドは一旦目標を立てると、その目標をなんとか達成しようと、その目標に執着す
ると言う話がポイントです。この「豪華な晩餐」の例えで説明したかったことです。

このように、最初は、晩餐を誰かに食べさせてあげようという優しい気持ちがあったと
しても、誰も来なければ、もはや、その優しさは失せてしまって、どうにかして、準備
したその晩餐を誰かに食べさせようと、そちらの方が目的になってしまうわけです。こ
れは目的を実現するための手段が、さらに目的化されるために起こります。この場合で
すと、「愛とは無償に与える行為だ」とイエスがその前に言ったのを聞いて、「それには
どうすればいいのですか」という質問になり、その流れでこの話が出てきたというわけ
です。
「それにはどうすればいいのですか」「それにはどうすればいいのですか」と説明しても
説明しても、やり方を聞くばかりで、回答していてもキリがありません。
そこで、イエスは、「いいかい。どうすればいいのですか？　また、そのためにはどうす
ればいいのですか？と、次々に聞いて、そして、手段をどんどん目的化していくとだ
ね。それは、別の執拗な欲が発生していることだよ」と言ったのでしょう。

たぶん、弟子の中で、そのように次々に聞いた人が居たということです。だから、イエ
スはこの「盛大な晩餐」の例えを弟子に話したのでしょう。もしかすると、その弟子と
は、トマスが聞いたのかもしれません。
「えっ、無償の愛をしようとしているのに、そうすると、別の執拗な欲が発生している
のですか。イエス様」
「そうだよ。トマス。執拗に聞くというのはそういうことだ」
「えっ、どのように」
「だから、たとえば、『無償の晩餐会を開いて人を呼ぼう』と、最初は考えていても、いつ

の間にか、人を呼ぶことが目的になってしまい、最後は、とにかく、誰でもいいから、
呼んできて食べさせようとするようなものだ。食べさせることが目的になってしまっ
ている。だから、無理矢理でも呼んでくるということになってしまうわけだ」
「えっ、よく分かりませんが」
「じゃぁ、話そう。あるところに、豪華な晩餐を準備して振る舞おうとしていた人が居
た」
「はい」
「ところが、せっかく人を呼んでも、仕事があって行かれないとか、断ってくる。それ
で、僕を使って他の人を呼びに行かせた。でも、その人も断ってくる。で、また、次の人
を呼びに…」
と、第６４項の話をイエスは長々と続けたのでしょう。手段の目的化が進み、「執拗な
欲」が無自覚で立ち上がり、次第に強欲になって行く様子を例えて語ったのだろうと思
います。そうすると、当初の優しい気持ちは失せて、暴力的になっていくわけです。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「無償の愛をしようとして、頑張っていると、それは手段が次々に目的になって、執拗
な欲、強欲になるということですね」
「そうだね」
「じゃぁ、無償の愛をしようとしてはいけないのですか？」
「いや、そんなことはない。無償の愛は良いことだ。ただ、イエスがここで注意している
のは、『良いことをしようとすることが目的になると、それはもはや欲だ』と言っている
わけだ。ああ、そうか、小松茸、なるほど。小松茸が今間違えたのと同じように間違え
る人がいるから、次の話を持ってきて話したのだな。なるほど」
「えっ、どういうことですか？　笑雲先生」
「じゃぁ、説明しよう。いいかい、与えよう、与えようとすることは良いことだが、たと
え良いことであっても、それが目的になると、強欲になるということをイエスは言いた
いのだ」
「はい。笑雲先生」
「執拗な欲は良くない、とね。その執拗な欲が発生する仕組みを理解させようとしてい
たわけだ。でも、弟子が『良いことをしようとしてはいけないのか』みたいな誤解をしそ
うなので、スタートが良いことでも、スタートが悪いことでも関係ない。とにかく、無

自覚の『執拗な欲』が発生することが悪いことなのだと、また、別の、まったく逆の例え
を持ち出してきたわけだ」
「それが、次の項ですか、笑雲先生」
「そうだね」
「では、さっそく、次に行ってみましょう」
…………………………………………………………………………………………………………………
(65)He said, "There was a good man who owned a vineyard. He leased it to tenant 
farmers so that they might work it and he might collect the produce from them. He sent 
his servant so that the tenants might give him the produce of the vineyard. They seized 
his servant and beat him, all but killing him. The servant went back and told his master. 
The master said, 'Perhaps he did not recognize them.' He sent another servant. The 
tenants beat this one as well. Then the owner sent his son and said, 'Perhaps they will 
show respect to my son.' Because the tenants knew that it was he who was the heir to the 
vineyard, they seized him and killed him. Let him who has ears hear."
(65)He said, "A [...] person owned a vineyard and rented it to some farmers, so they could 
work it and he could collect its crop from them. He sent his slave so the farmers would 
give him the vineyard's crop. They grabbed him, beat him, and almost killed him, and the 
slave returned and told his master. His master said, 'Perhaps he didn't know them.' He 
sent another slave, and the farmers beat that one as well. Then the master sent his son 
and said, 'Perhaps they'll show my son some respect.' Because the farmers knew that he 
was the heir to the vineyard, they grabbed him and killed him. Anyone here with two 
ears had better listen!"
(65)彼が言った、「ある良い人がぶどう園を持っていた。彼はそれを農夫たちに与えた。
彼らがそれを耕して、それから収穫を得るためである。彼は僕を送った。ぶどう園の収
穫を出させるためである。彼らが僕をつかまえて、袋だたきにし、ほとんど殺すばかり
にした。僕は帰って、それを主人に言った。主人は言った、『たぶん（彼ら）は（彼）を知ら
なかったのだ』。主人は他の僕を送った。農夫たちは彼をも袋だたきにした。そこで主
人は自分の子を送った。彼は言った、『たぶん彼らは私の子を敬ってくれるであろう』。
ところが農夫たちは、彼がぶどう園の相続人であることを知っていたので、彼をつかま
えて、殺した。耳あるものは聞くがよい」
…………………………………………………………………………………………………………………
この第６５項「ブドウ園の農夫」の話は、共観福音書にも並行箇所があります。マルコの

福音書（12:1-12:8）、マタイの福音書（21:33-21:39）、ルカの福音書（20:9-20:15）です。
どれも似ていますので、ここではルカの福音書から引用しておきましょう。

ルカの福音書（20:9-20:15）
イエスは民衆にこのたとえを話し始められた。

「ある人がぶどう園を作り、これを農夫たちに貸して長い旅に出た。
収穫の時になったので、ぶどう園の収穫を納めさせるために、僕を農夫たちのところへ
送った。ところが、農夫たちはこの僕を袋だたきにして、何も持たせないで追い返し
た。
そこでまた、ほかの僕を送ったが、農夫たちはこの僕をも袋だたきにし、侮辱して何も
持たせないで追い返した。
更に三人目の僕を送ったが、これにも傷を負わせてほうり出した。
そこで、ぶどう園の主人は言った。『どうしようか。わたしの愛する息子を送ってみよ
う。この子ならたぶん敬ってくれるだろう。』
農夫たちは息子を見て、互いに論じ合った。『これは跡取りだ。殺してしまおう。そうす
れば、相続財産は我々のものになる。』
そして、息子をぶどう園の外にほうり出して、殺してしまった。さて、ぶどう園の主人
は農夫たちをどうするだろうか。
戻って来て、この農夫たちを殺し、ぶどう園をほかの人たちに与えるにちがいない。」
彼らはこれを聞いて、「そんなことがあってはなりません」と言った。

さて、トマスの福音書では、第６４項の「盛大な晩餐」の話の次に出てきます。
「盛大な晩餐」では、「晩餐を与えることが、目的になって、執拗な欲になる」話でした。
同じ観点で、この第６５項「ブドウ園の農夫」の話を読むと、今度は、「収穫を取り戻すこ
とが目的になって、それが執拗な欲になる」話です。得たいという欲望がエスカレート
していく様子もよく分かります。
「与える」「供与する」がエスカレートしても、「受け取る」「獲得する」がエスカレートして
も、等しく「執拗な欲」になり、強引な考え、暴力的な考え、行動になります。「供与す
る」を例に、このエスカレートする欲、執拗な欲のことを話したのですが、それでは、
「与えることは悪いことなのか」と誤解しそうな人がいたようなので、イエスは、逆の
「奪う」方の話をしてみせたのでしょう。要点はそこではないということを明確にする
ためです。

要点は、スタートの目的はどうであれ、手段が無自覚に目的化していくと、いったい自
分は何をしているのか、分からなくなりますよということです。
マインドは、常に「自分は何をしているか」知っています。知っているつもりです。で
も、この例えのように、執拗な欲になってくると、いったい自分が何の目的でそれをし
ているのかわからなくなってきて、目の前の目的化した手段を実現するために、今度は
「それを達成すること」を目的に考えてしまっているということになります。
また、このイエスの例えのように、目的を達成するために、そのやり方は無自覚に次第
にエスカレートしていくことにもなります。
マインドのテーブルは次々に生まれてくる「執拗な欲を満たそうとする考え」で一杯に
なってきます。ますます、他のことが考えられなくなってきます。
それは、マインドが目標に向かって暴走していることで、修行者のすることではありま
せん。その点をイエスは説明したいわけです。

「じゃぁ、イエス様、そのような状況に自分のマインドがなってしまったら、どうすれ
ばいいのですか。『執拗な欲』によってあれこれ考えていることが山のように増えて貯
まっていくとしたら」
「なるほど。いいかい、貯まってしまったのではなくて、実は、次々に増やして貯め続け
ているわけだから、元まで戻ることだね。元をしっかり止めておかないと、そのように
山になる」
「そうですか。イエス様。で、どのようにして？」
「だから、マインドを止めておくことだ。ええと、あっ、そうだ。私は、昔、大工をしてい
た。家の家業を手伝っていたわけだ。大工といっても、このあたりの家は、みな石造り
だから、壁は石を積み上げて家を造る」
「はい。そうですね」
「壁は片面では不安定だ。二面を隅石で固定すると安定する。隅の笠石とも頭石ともい
う。要になる石だ。その隅石を外せば、両方の壁は崩れる」
「崩れると、壁を造っていた石が崩れて、ブロックの山になりますね」
「そうだ、そのように、マインドをブロックの山にしないためには、隅石を見つけて
しっかり固定することだ」
と言ったかもしれません。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」

「なんだい、小松茸」
「次の項で、イエスが、そのようなことを言っていますよ」
「えっ、どんなこと」
「隅石のこと」
「そうかい、では、次に行こう」
…………………………………………………………………………………………………………………
(66)Jesus said, "Show me the stone which the builders have rejected. That one is the 
cornerstone."
(66)Jesus said, "Show me the stone that the builders rejected: that is the keystone."
(66)イエスが言った、「家造りらの捨てた石を私に示しなさい。それは隅の頭石である」
…………………………………………………………………………………………………………………
次々に発生している「思考」、それを止めるにはどうすればいいのですかと聞かれたイ
エスは、「元のところを押さえなければ、連鎖は止められない」と説明しました。
「まるで、隅の頭石があれば、二面の壁が安定するようなものだ。崩れたブロックの山
の中から、その隅の頭石を探し出すことだ。そこをちゃんと固定すれば、右面の壁も左
面の壁も、どちらも、みごとに止めることができる。『盛大な晩餐を提供したいという
欲』も、『収穫を獲得したいという欲』も、崩れることはない。つまり、無自覚ではなくな
るということだ。それらが崩れてブロックの山になることはなくなる」
と言いました。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「隅石を見つけることが大切なことは分りましたが、具体的にはどうすればいいのです
か。マインドの思考テーブルに載っているのは、『石』ではなくて、『思考』ですからね。
具体的にはどうすることですか。思考についてですけど」
「そうだね。だから、それをよく観察しなさいってことだね」
「思考を観察する？」
「そうだ。観照するとも言う。どんな思考がどんな状況になっているのか、どう動いて
いるのか、それを観察することだ。『豪華な晩餐』を振る舞おうとしている目的が次々に
手段化していく様子、『ぶどうの収穫』を取り戻そうとしている目的が、次々に手段化し
ていく様子。そのような様子を俯瞰的にすべて見渡すことだ。観察することだ」
「ええと、考えを進めているのは、マインドですよね。笑雲先生」

「そうだね。小松茸」
「だったら、そのマインドを観察する者は、いったい誰ですか？」
「マインドを観察するのは『本来の自分』だな」
「本来の自分？」
「そうだ。『本来の自分』は言葉も使わないし、思考もしない。ただ、見ているだけだ。視
点が『本来の自分』に移ったら、マインドの動きは観察できる。軸足が『本来の自分』に
移ったら、マインドの思考に巻き込まれずに静かに居られる」
「そうですか。マインドと、『本来の自分』は違うということですね」
「そうだね。マインドは、自分が主人だと思っているが、『本来の自分』から見れば、単に
考えるマシンだ。機械だ。だから、マインドを自分自身だと思っている人は、自分がロ
ボットだとは知らないってことだ」
「そうですか。そのような言明が、次の項でありますよ。笑雲先生」
「そうか。では、次に行ってみよう」
「はい」
…………………………………………………………………………………………………………………
(67)Jesus said, "If one who knows the all still feels a personal deficiency, he is completely 
deficient."
(67)Jesus said, "Those who know all, but are lacking in themselves, are utterly lacking."
(67)イエスが言った、「すべてを知っていて、自己に欠けている者は、すべてのところに
欠けている」
…………………………………………………………………………………………………………………
マインドが自分自身だと思っていると、どんなに広範囲のことを深く知っていても、
「本来の自分」を知らないということになります。すると、「すべてを知っているつもり
だが、一番大切な根本のところを知らない」ということになるわけです。
そして、その一番肝心なところを、もし知らないのであれば、人生とか、命とか、愛と
か、宇宙について、結局何も知らないのに等しいわけです。
そこで、イエスが、「すべてを知っていて、自己に欠けている者は、すべてのところに欠
けている」と言っているわけです。

逆に言うと、多少知識がなくても、多少理解力がなくても、多少学力がなくても、そん
なことは全然問題ではなくて、「本来の自分」を知っているのであれば、それは、人生
を、命を、愛を、宇宙を知っていることになると言っています。

つまり、イエス流に言えば、
「すべてを知らなくても、自己を満たしている者は、すべてのところに満ちている」
ということになります。
…………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「『本来の自分』になれば、悟れるってことですね」
「そうだね。まぁ、簡単に言うとそういうことだ。同じ意味だ」
「じゃぁ、『本来の自分』には、どうすればなれるのですか」
「なるほど、悟り方だな。いいかい、マインドが『本来の自分』になるわけではない。『本
来の自分』は、もともと在るものだ。だが、マインドが働けば『本来の自分』は隠されてし
まう。そして、自分とはマインドのことだと思ってしまう」
「ですから、笑雲先生、そのマインドがどうやって『本来の自分』を見つけて、どうやっ
て、自分とは『本来の自分』なのだとわかるのですか」
「そのマインドを使って、発見しようとか、どうにかしようとかの発想がそもそもマイ
ンドだ。そうではなくて、マインドが何もしなければ、マインドが消えれば、マインド
が退場すれば、そこに『本来の自分』は在るのだ」
「じゃぁ、眠るのですか」
「いやいや、眠っては分からない。眠ってもマインドは働いている。消えていない。覚め
ていなければ、消えることはできない。覚めていなければ『本来の自分』が在ることはわ
からない」
「じゃぁ、意識不明になるのですか」
「いやいや、意識不明とは、マインドの不調だ。病気だ。そうではなくて、マインドは好
調で健康で、しかも覚めていて、何もしない状態でなければ、『本来の自分』が在ること
がわからない」
「覚めていて、健康で、何もしない？」
「そうだ。そのためには、修行することだ。瞑想することだ」
「なるほど。やはり、その結論になりますね。笑雲先生。いつも」
「それはそうだ。実践しなければ、意味がない。だから、小松茸に言うことは、これしか
ない」
「そうですか。あはははは」
「あはははは、笑ってる場合か。コラッ」


